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め

に

明
治
三
十
年
、
丁
酉
ノ
歳
ナ
リ
。
吾
将
来
立
身
上
最
必
用
ニ
シ
テ
且
最
注
意
ヲ
要
ス
ベ
キ
年
ナ
レ
バ
、
本
年
ヨ
リ
ハ
一
層
業
務

ヲ
勉
励
シ
、
他
日
完
全
ニ
シ
テ
有
為
ノ
者
ト
ナ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
期
ス
。

こ
の
よ
う
な
書
き
出
し
で
高
畠
亀
太
郎
の
日
記
（
以
下
、
亀
太
郎
日
記
）
は
始
ま
っ
て
い
る
。
明
治
三
十
年
一
月
、
亀
太
郎
が

十
三
歳
、
宇
和
島
高
等
小
学
校
最
終
学
年
の
正
月
で
あ
る
。
同
年
の
三
月
に
高
等
小
学
校
を
首
席
で
卒
業
し
、
学
業
優
秀
な
亀
太

郎
は
学
者
に
な
る
こ
と
を
夢
見
て
、
中
学
校
へ
の
進
学
を
希
望
し
て
い
た
が
、
父
和
三
郎
の「
商
人
に
学
問
は
不
要
」と
い
う
偏
っ

た
思
い
込
み
に
よ
り
学
業
を
断
念
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
四
月
か
ら
は
家
業
の
生
糸
商
を
手
伝
う
こ
と
と
な
る
。
そ
ん
な

少
年
亀
太
郎
の
人
生
の
最
初
の
分
岐
点
と
な
る
年
か
ら
亀
太
郎
日
記
は
始
ま
り
、
没
年
の
昭
和
四
十
七
年
六
月
ま
で
淡
々
と
記
さ

れ
続
け
て
い
る
。
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高
畠
亀
太
郎
は
明
治
十
六
年
二
月
六
日
、
愛
媛
県
北
宇
和
郡
宇
和
島
裡
町
四
丁
目
に
高
畠
和
三
郎
・
チ
ヨ
の
長
男
と
し
て
誕
生

（
後
に
弟
妹
は
七
人
と
な
っ
た
）、
明
治
三
十
七
年
に
父
和
三
郎
急
逝
に
よ
り
、
弱
冠
二
十
一
歳
で
家
督
を
相
続
し
た
。
大
正
期
に

入
る
と
、
家
業
を
生
糸
商
か
ら
製
糸
工
場
経
営
へ
と
転
換
し
、
実
業
家
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
積
み
重
ね
て
い
く
。
一
方
で
明
治

三
十
四
年
に
設
立
さ
れ
た
宇
和
島
実
業
青
年
会
（
後
の
宇
和
島
商
工
会
／
宇
和
島
商
工
会
議
所
）
に
参
加
し
、
地
域
の
活
性
化
に

も
尽
力
、
そ
の
延
長
と
し
て
早
く
か
ら
政
治
に
も
関
わ
り
始
め
、
明
治
四
十
四
年
に
宇
和
島
町
議
会
議
員
選
挙
で
初
当
選
を
す
る
。

そ
の
後
は
愛
媛
県
議
会
議
員
、
宇
和
島
市
議
会
議
員
、
衆
議
院
議
員
、
宇
和
島
市
長
を
務
め
る
こ
と
と
な
る
。

そ
の
亀
太
郎
の
弟
が
大
正
ロ
マ
ン
の
画
家
と
し
て
一
世
を
風
靡
し
た
高
畠
華
宵
で
あ
る
。
明
治
二
十
一
年
四
月
六
日
に
生
ま
れ

た
華
宵
は
、
亀
太
郎
と
同
じ
く
、
高
等
小
学
校
卒
業
後
は
中
学
へ
は
進
学
せ
ず
、
絵
画
修
業
の
た
め
に
十
四
歳
で
故
郷
を
出
て
い

る
。一

九
九
〇
年
、
高
畠
華
宵
の
個
人
美
術
館
で
あ
る
高
畠
華
宵
大
正
ロ
マ
ン
館
が
開
館
し
た
。
華
宵
芸
術
や
華
宵
自
身
の
人
生
、

大
正
大
衆
文
化
の
顕
彰
を
目
的
と
し
た
当
美
術
館
の
開
館
当
初
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
基
盤
は
、
宇
和
島
の
実
家
に
残
さ
れ
て
い
た

作
品
資
料
で
あ
っ
た
。
開
館
準
備
の
た
め
の
資
料
整
理
に
よ
っ
て
、
華
宵
作
品
や
関
連
資
料
（
遺
品
や
華
宵
書
簡
、
写
真
、
大
正

生
活
資
料
な
ど
）
は
美
術
館
の
館
蔵
品
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
以
外
の
資
料
は
高
畠
家
に
残
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。

一
九
九
三
年
、
高
畠
華
宵
大
正
ロ
マ
ン
館
の
学
芸
員
ら
に
よ
っ
て
、
残
さ
れ
た
高
畠
家
の
資
料
整
理
が
開
始
さ
れ
た
。
そ
こ
に

は
江
戸
末
期
か
ら
昭
和
四
十
年
代
頃
ま
で
の
高
畠
家
関
連
の
資
料
、
つ
ま
り
「
亀
太
郎
が
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
、
自
分
が
か
か
わ

り
、
受
け
取
っ
た
資
料
類
や
手
紙
等
」
の
ほ
か
、「
父
の
和
三
郎
や
祖
父
の
英
三
、
ま
た
妻
、
兄
妹
、
そ
し
て
子
供
た
ち
の
資
料
」

や
「
家
業
関
係
の
も
の
（
生
糸
商
、
製
糸
業
、
木
工
会
社
、
家
賃
関
係
等
）、
商
工
会
・
商
工
会
議
所
関
係
の
も
の
（
実
業
青
年

会
、
商
工
会
、
商
工
会
議
所
等
）、
政
治
関
係
の
も
の
（
町
会
、
市
会
、
県
会
、
衆
議
院
議
員
等
）、
亀
太
郎
の
書
簡
、
亀
太
郎
の

日
記
、
俳
句
・
趣
味
関
係
の
も
の
、
教
科
書
類
な
ど
」
（
1
）

が
雑
然
と
置
か
れ
て
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
を
大
ま
か
に
分
類
し
た
上
で
、
資
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料
の
さ
ら
な
る
活
用
の
た
め
に
松
山
大
学
に
約
三
万
点
が
寄
託
さ
れ
た
。
大
学
に
お
い
て
よ
り
綿
密
に
整
理
・
分
類
が
行
わ
れ
た

こ
れ
ら
の
資
料
は
、『
高
畠
亀
太
郎
文
庫
資
料
目
録
』（
一
九
九
六
年
）
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
資
料
の
中
に
あ
っ
た
亀
太
郎
日
記
を
解
読
す
る
た
め
、
川
東
竫
弘
先
生
を
中
心
と
し
た
研
究
者
に
よ
っ
て
「
高
畠
亀
太
郎

日
記
研
究
会
」
が
発
足
し
、
解
読
作
業
を
重
ね
た
の
ち
、『
高
畠
亀
太
郎
日
記
』
の
出
版
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
亀
太
郎
が
記
し

た
日
記
は
七
十
六
年
間
に
及
び
（
現
存
す
る
の
は
五
十
六
年
分
）、
明
治
三
十
年
か
ら
昭
和
二
十
年
ま
で
の
日
記
は
『
高
畠
亀
太

郎
日
記
』
と
し
て
、
愛
媛
新
聞
社
か
ら
一
九
九
九
年
よ
り
順
次
出
版
さ
れ
た
（
全
六
巻
）。

高
畠
家
に
残
さ
れ
て
い
た
資
料
の
中
に
は
、
華
宵
か
ら
実
家
に
宛
て
た
書
簡
約
二
〇
〇
通
が
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
華
宵

の
生
涯
や
動
向
を
知
る
上
で
大
変
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
華
宵
書
簡
と
亀
太
郎
日
記
と
を
併
せ
て
読
む
と
、
片
方
だ
け
で
は
知
り

得
な
か
っ
た
出
来
事
が
見
え
て
く
る
と
同
時
に
、
生
涯
に
わ
た
る
兄
弟
の
交
流
の
実
態
が
分
か
る
。

本
稿
で
は
、亀
太
郎
日
記
と
華
宵
書
簡
を
読
み
比
べ
な
が
ら
、二
人
の
長
期
間
に
わ
た
る
交
流
の
中
か
ら
、実
業
家
・
政
治
家
・

長
男
と
し
て
宇
和
島
を
拠
点
に
生
き
た
亀
太
郎
と
、
宇
和
島
を
離
れ
て
芸
術
家
と
し
て
生
き
た
華
宵
と
い
う
二
人
に
つ
い
て
考
察

を
試
み
た
い
。
特
に
父
母
や
兄
弟
姉
妹
と
い
っ
た
家
族
と
の
関
わ
り
方
、
そ
し
て
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
晩
年
の
華

宵
と
亀
太
郎
の
交
流
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

日
記
文
は
、
昭
和
二
十
年
以
前
の
も
の
は
『
高
畠
亀
太
郎
日
記
』（
愛
媛
新
聞
社
、
全
六
巻
）
よ
り
、
昭
和
二
十
年
以
降
の
も

の
は
日
記
本
体
か
ら
引
用
し
た
。
本
文
で
は
引
用
部
分
を
記
載
す
る
際
、
以
下
の
よ
う
に
表
記
す
る
。

「
亀
①
」
明
治
三
十
年
〜
明
治
三
十
八
年
分

「
亀
②
」
明
治
三
十
九
年
〜
明
治
四
十
五
年
分

「
亀
③
」
大
正
二
年
〜
大
正
十
五
年
分

「
亀
④
」
昭
和
二
年
〜
昭
和
七
年
分

604

高
畠
亀
太
郎
と
華
宵
の
私
的
記
録

四
三



「
亀
⑤
」
昭
和
八
年
〜
昭
和
十
六
年
分

「
亀
⑥
」
昭
和
十
七
年
〜
昭
和
二
十
年
分

「
亀
太
郎
日
記
」
昭
和
二
十
一
年
以
降
の
原
本

ま
た
華
宵
の
書
簡
に
つ
い
て
は
、
全
て
実
際
の
手
紙
よ
り
引
用
し
た
。
本
文
で
は
引
用
の
あ
と
に
、
差
出
年
月
日
と
宛
先
人
を

表
記
す
る
。

第
一
章

父

和

三

郎

亀
太
郎
日
記
か
ら
読
み
解
い
た
亀
太
郎
の
生
涯
や
宇
和
島
を
中
心
と
し
た
政
治
経
済
の
動
き
に
つ
い
て
は
、『
高
畠
亀
太
郎
伝

－

南
伊
予
政
治
経
済
史
』（
川
東
竫
弘
著
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
四
年
）
に
詳
し
い
。
そ
こ
で
は
亀
太
郎
と
華
宵
の
兄
弟

関
係
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
亀
太
郎
か
ら
見
た
華
宵
と
の
出
来
事
が
中
心
で
あ
る
。
愛
媛
県
出
身
の
作
家
高

橋
光
子
の
『
高
畠
華
宵
と
そ
の
兄
』（
高
橋
光
子
著
、
潮
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）
は
、
高
畠
華
宵
大
正
ロ
マ
ン
館
が
資
料
を
提

供
し
て
、
華
宵
の
生
涯
を
追
っ
た
評
伝
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
華
宵
を
中
心
と
し
た
兄
弟
関
係
が
描
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
評
伝
か
ら
浮
か
び
上
が
る
亀
太
郎
と
華
宵
の
人
物
像
は
、
非
常
に
対
称
的
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
亀
太
郎
日
記
は

淡
々
と
客
観
的
に
事
実
を
記
し
な
が
ら
、
所
々
に
亀
太
郎
の
所
感
が
織
り
込
ま
れ
て
い
て
、
と
て
も
読
み
や
す
く
か
つ
読
み
手
を

惹
き
付
け
る
文
章
力
を
感
じ
さ
せ
る
。
一
方
華
宵
の
書
簡
は
、
物
ご
と
に
対
し
て
の
非
常
に
細
密
な
観
察
力
と
思
い
入
れ
を
感
じ

さ
せ
る
表
現
が
目
立
つ
が
、
時
に
主
観
的
す
ぎ
る
ほ
ど
自
己
中
心
的
な
文
体
が
目
立
つ
。
逆
に
言
え
ば
華
宵
の
感
受
性
の
豊
か
さ

と
繊
細
さ
が
伝
わ
っ
て
来
る
文
章
で
あ
る
。

こ
う
し
た
正
反
対
の
性
格
を
持
つ
兄
弟
に
と
っ
て
、
父
は
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
明
治
の
家
父
長
制
度
に
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お
い
て
、
父
親
の
存
在
は
絶
対
的
で
あ
り
、
家
族
の
人
生
（
進
学
、
就
職
、
結
婚
な
ど
）
は
父
親
の
采
配
に
依
る
と
こ
ろ
が
大
き

か
っ
た
。
亀
太
郎
と
華
宵
も
例
外
で
は
な
い
。

後
年
、
亀
太
郎
は
父
和
三
郎
に
つ
い
て
、「
自
分
の
父
を
余
り
厳
格
で
む
つ
か
し
す
ぎ
る
の
で
兎
角
悪
く
は
い
う
も
の
の
」
と

断
っ
た
上
で
、「
一
面
非
常
な
勤
勉
家
で
気
質
一
方
の
人
格
者
で
あ
っ
た
。
少
し
小
心
な
嫌
は
あ
る
が
極
め
て
生
真
面
目
で
何
事

も
約
束
を
間
違
え
た
こ
と
な
く
、
浮
い
た
遊
び
を
し
た
様
子
も
な
く
、
年
中
倹
約
一
方
の
生
活
ぶ
り
で
そ
の
点
中
小
商
業
家
と
し

て
は
誠
に
敬
服
す
べ
き
人
物
で
あ
っ
た
」
（
2
）

と
評
し
て
い
る
。

し
か
し
十
代
の
頃
の
亀
太
郎
日
記
に
は
、
父
へ
の
恐
怖
心
や
疑
念
が
記
さ
れ
て
い
る
。

＊

父
ト
共
ニ
井
戸
端
ヨ
リ
横
丁
ヘ
出
ヅ
ル
下
水
ノ
疎
通
ヲ
ナ
ス
。
余
ノ
無
能
ヲ
責
メ
ラ
ル
ヽ
コ
ト
数
度
。
然
レ
ド
モ
自
ラ
之
ヲ

制
シ
テ
堪
ユ
。（
亀
①
、
七
頁
）

＊

今
夜
新
聞
ヲ
読
マ
ン
ト
セ
シ
ニ
、
過
テ
破
リ
、
父
ノ
責
メ
ヲ
恐
レ
、
狼
狽
シ
テ
二
階
ニ
上
リ
就
眠
ス
。（
亀
①
、
一
三
頁
）

＊

父
ハ
常
ニ
店
頭
ニ
テ
人
々
ト
将
碁
ヲ
サ
セ
リ
。
日
ト
シ
テ
之
ヲ
ナ
サ
ヾ
ル
コ
ト
殆
ド
ナ
カ
リ
キ
。
故
ニ
余
ハ
少
シ
ク
其
後
ヲ

慮
レ
リ
。（
亀
①
、
一
五
頁
）

明
治
三
十
二
年
に
な
る
と
（
明
治
三
十
一
年
の
日
記
は
所
在
不
明
）、「
父
ト
共
ニ
下
家
ニ
テ
玉
繭
、
屑
物
ノ
目
調
ベ
、
荷
造
ヲ

ナ
シ
」「
父
ト
計
算
ヲ
ナ
シ
」
と
い
っ
た
記
述
や
、
銀
行
等
取
引
先
へ
出
か
け
る
と
い
っ
た
記
述
が
多
く
な
る
。
高
等
小
学
校
卒

業
後
二
年
目
（
十
六
歳
）
に
し
て
、
父
の
片
腕
と
し
て
家
業
に
邁
進
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
父
の
商
売
の
や
り
方
や
亀

太
郎
自
身
の
将
来
へ
の
見
解
の
相
違
な
ど
、
こ
の
年
の
総
括
部
分
に
は
、
父
へ
の
複
雑
な
思
い
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
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＊

元
来
父
ノ
性
質
ト
シ
テ
、
凡
テ
事
物
ヲ
為
ス
ニ
、
一
意
熱
心
、
善
ク
精
励
ス
ル
ト
雖
、
只
小
心
翼
々
ト
シ
テ
、
苟
モ
危
道
ヲ

踏
マ
ズ
、
所
謂
門
外
百
里
ノ
明
ナ
ク
、
虎
穴
ニ
入
リ
テ
虎
子
ヲ
獲
ル
ノ
膽
略
ハ
無
キ
人
ナ
リ
。
故
ニ
商
業
ヲ
営
ム
手
堅
キ
一

方
ニ
シ
テ
、
相
場
少
シ
ク
下
落
ス
レ
バ
惣
ニ
シ
テ
元
気
沮
耗
シ
、
瞬
時
モ
耐
持
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ズ
。
例
ヘ
バ
一
時
市
場
暫
ク

沈
静
ニ
シ
テ
、
送
品
ノ
売
行
鈍
滞
シ
タ
ル
時
ノ
如
キ
、
日
夜
頭
痛
シ
ン
シ
ン
ト
シ
テ
、
徒
ニ
歎
嗟
ノ
声
ヲ
発
ス
ル
ノ
ミ
。
偏

ニ
売
急
ギ
ノ
傾
ア
リ
。
相
場
稍
恢
復
ス
ル
ニ
際
シ
テ
、
皆
売
放
シ
悉
シ
タ
ル
ヲ
以
テ
、
後
日
大
々
暴
騰
ノ
節
ニ
ハ
亦
一
品
ヲ

ダ
ニ
止
メ
ザ
リ
シ
ハ
実
ニ
遺
憾
ニ
堪
ヘ
ザ
ル
所
ナ
リ
。（
亀
①
、
一
〇
三
頁
）

こ
う
し
た
父
へ
の
不
信
感
と
反
発
心
は
、
思
春
期
の
青
年
が
抱
く
共
通
し
た
想
い
と
は
言
え
、
亀
太
郎
の
場
合
は
さ
ら
に
明
確

な
理
由
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
晩
年
に
な
っ
て
も
消
し
去
る
事
が
で
き
な
か
っ
た
、
学
問
探
求
へ
の
道
を
父
に
よ
っ
て
閉
ざ
さ
れ
た

と
い
う
想
い
で
あ
る
。
小
学
校
始
ま
っ
て
以
来
の
秀
才
と
言
わ
れ
た
ほ
ど
優
秀
な
亀
太
郎
が
高
等
小
学
校
二
年
の
時
か
ら
学
制
が

改
ま
り
、
中
学
進
学
へ
の
道
が
開
け
た
。
三
年
時
に
な
る
と
同
級
生
の
多
く
が
中
学
校
へ
進
学
し
た
と
い
う
。

＊

勿
論
自
分
も
父
に
願
っ
た
が
テ
ン
デ
耳
を
貸
さ
な
い
。
商
人
の
子
は
中
学
な
ど
へ
行
く
必
要
が
な
い
。
学
者
に
し
て
も
仕
方

が
な
い
の
一
点
張
り
で
あ
る
。
中
小
商
業
家
と
し
て
は
誠
に
良
い
父
で
は
あ
る
が
、
こ
の
点
に
な
る
と
全
然
無
理
解
で
あ
っ

た
。
無
理
解
と
い
う
よ
り
は
時
勢
の
変
化
が
判
ら
な
い
の
で
あ
る
。（
略
）伊
達
家
の
高
木
さ
ん
が
善
く
出
来
る
児
だ
か
ら
、

奨
学
資
金
を
出
す
と
云
っ
て
来
ら
れ
た
と
き
父
が
断
っ
て
い
る
の
を
蔭
で
聴
い
て
い
て
泣
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。（
略
）
こ

の
中
学
へ
入
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
自
分
の
一
生
の
運
命
を
支
配
し
、
大
飛
躍
の
世
界
に
立
ち
得
ず
し
て
型
に
は
ま
っ
た
小
人

物
に
了
っ
て
今
こ
の
七
十
七
年
の
回
顧
録
を
書
い
て
い
る
の
で
あ
る
（
3
）
。
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こ
の
年
（
明
治
三
十
二
年
）、
父
和
三
郎
へ
の
反
発
心
が
高
じ
て
、
亀
太
郎
は
実
家
か
ら
離
れ
て
独
立
す
る
事
を
考
え
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。
大
阪
で
ど
こ
か
の
商
家
に
奉
公
し
、
い
ず
れ
は
独
立
を
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
な
っ
て
い
た
。
和
三
郎
に

相
談
す
る
も
反
対
さ
れ
、
悶
々
と
し
た
日
々
を
過
し
た
後
、「
断
然
家
ヲ
棄
テ
ヽ
、
天
ノ
一
涯
ニ
飛
バ
ン
ト
欲
」
す
る
が
、
結
局

は
「
忽
チ
齟
齬
シ
、
亦
失
敗
ニ
終
」
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
こ
の
挫
折
経
験
に
よ
り
「
漸
ク
他
ノ
方
面
ニ
転
向
」
し
よ
う
と
考

え
、
父
の
跡
取
り
と
し
て
の
道
を
し
っ
か
り
と
歩
む
覚
悟
が
で
き
た
よ
う
で
あ
る
。
真
正
面
か
ら
父
と
衝
突
す
る
の
で
は
な
く
、

父
の
や
り
方
を
じ
っ
く
り
と
学
ん
だ
上
で
、
徐
々
に
自
分
の
や
り
方
を
模
索
し
実
行
す
る
、
そ
の
た
め
に
自
己
研
鑽
を
続
け
る
と

い
う
亀
太
郎
な
り
の
処
世
術
修
得
に
至
っ
て
い
る
。

＊

稍
苟
且
一
日
ノ
安
ヲ
偸
ム
ノ
嫌
ア
リ
ト
雖
、
一
事
一
物
機
ヲ
視
テ
策
ヲ
施
シ
、
徐
々
ニ
吾
方
針
ニ
近
カ
シ
メ
ン
ト
ス
ル
ナ
リ
。

故
ニ
万
事
父
ニ
服
従
シ
、
其
指
揮
ニ
応
ジ
テ
、
日
夜
商
務
ヲ
精
勤
シ
タ
ル
ヲ
以
テ
、
漸
ク
其
信
任
ヲ
増
シ
、
暗
々
裡
ニ
少
シ

マ
マ

ク
所
思
ノ
一
端
ヲ
実
行
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ン
ト
ス
ル
ニ
至
レ
リ
。
サ
レ
バ
吾
脳
裏
ノ
擾〔
憂
〕鬱
ハ
次
第
ニ
消
散
シ
テ
、
平
静
ニ

帰
シ
、
嘗
テ
旧
師
、
学
友
ニ
遇
フ
ヲ
ダ
ニ
厭
ヒ
タ
ル
辟
頑
偏
屈
ノ
気
風
ヲ
脱
シ
テ
、
漸
次
社
交
ヲ
広
メ
ン
ト
シ
、
胸
中
少
シ

ク
快
活
、
優
長
ヲ
覚
ユ
ル
ニ
至
レ
ル
ヲ
以
テ
、
晩
夏
ノ
候
ヨ
リ
ハ
、
商
務
ノ
余
暇
、
実
用
ノ
学
ヲ
独
習
シ
、
以
テ
他
日
ニ
資

セ
ン
ト
ナ
セ
リ
。（
亀
①
、
一
〇
五
頁
）

父
と
の
確
執
を
克
服
し
よ
う
と
す
る
決
意
に
よ
っ
て
、
亀
太
郎
は
新
た
な
視
野
を
得
て
、
さ
ら
に
は
父
の
反
対
に
よ
っ
て
進
学
で

き
な
か
っ
た
と
い
う
学
歴
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
も
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
強
い
意
志
を
持
つ
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

長
男
と
い
う
宿
命
を
背
負
っ
た
亀
太
郎
に
対
す
る
頑
な
父
の
態
度
に
比
べ
る
と
、
次
男
の
華
宵
に
対
し
て
父
は
比
較
的
寛
容
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
少
年
期
の
華
宵
に
と
っ
て
は
厳
し
い
父
親
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
が
、
進
路
に
つ
い
て
は
周
囲
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の
助
言
を
受
け
入
れ
、
一
定
の
理
解
を
示
し
て
い
る
。

＊

兄
も
姉
も
弟
も
学
校
は
い
つ
も
首
席
で
通
し
て
い
ま
し
た
が
、
私
は
優
等
で
こ
そ
あ
れ
、
大
抵
六
七
番
に
し
か
な
れ
ま
せ
ん
。

ま
る
で
勉
強
し
な
い
う
へ
に
、
数
学
が
全
然
駄
目
で
し
た
か
ら
、
父
は
「
こ
の
子
は
馬
鹿
だ
」
と
き
め
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。

「
馬
鹿
だ
馬
鹿
だ
。
そ
ん
な
こ
と
で
は
出
世
も
出
来
な
い
か
ら
、
中
学
へ
入
れ
る
ど
こ
ろ
ぢ
や
な
い
、
お
寺
に
や
る
か
呉
服

屋
の
小
僧
に
で
も
す
る
」
と
よ
く
父
か
ら
云
は
れ
ま
し
た
。

（「
華
宵
絵
物
語（
２
）」、『
日
本
少
年
』、
実
業
之
日
本
社
、
大
正
十
五
年
五
月
号
）

華
宵
は
父
に
つ
い
て
こ
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
が
、
少
年
時
代
に
は
や
は
り
、
亀
太
郎
と
同
じ
く
、
父
親
に
対
し
て
は
一
定

の
距
離
感
を
感
じ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
明
治
三
十
五
年
四
月
、
高
等
小
学
校
を
卒
業
し
た
華
宵
は
、
父
に
連
れ
ら
れ
て
上
阪
し

て
い
る
。
華
宵
が
十
四
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の
こ
と
で
あ
る
。
華
宵
か
ら
父
に
宛
て
た
書
簡
は
数
通
の
み
残
さ
れ
て
い
る
。
色
々

と
書
簡
に
よ
る
行
き
来
は
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
が
、
残
念
な
が
ら
散
逸
し
た
と
思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
華
宵
と
父
と
の
関
係
を
語

る
言
葉
は
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
残
さ
れ
た
書
簡
か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
の
は
、
や
は
り
父
に
対
し
て
華
宵
が

抱
い
て
い
た
緊
張
感
と
距
離
感
で
あ
る
。

＊

拝
啓

大
暑
の
砌
、
御
一
向
様
御
無
事
の
由
、
大
賀
の
至
り
に
候
。
小
生
も
無
事
。
御
大
意
下
さ
る
や
候
。
さ
て
、
月
謝
の

儀
は
高
畑
に
て
拝
借
致
居
候
処
、
七
月
分
の
食
料
も
高
畑
に
て
拝
借
致
す
べ
き
か
、
御
尋
ね
申
上
候
。
先
は
用
事
の
み
。

（
明
治
三
十
五
年
七
月
二
十
六
日
、
大
阪
よ
り
父
和
三
郎
宛
書
簡
）
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何
と
も
畏
ま
っ
た
手
紙
で
あ
る
が
、
こ
の
書
簡
に
は
「
天
神
祭
見
物
」
と
い
う
題
を
付
け
て
、
祭
好
き
の
華
宵
が
初
め
て
目
に
し

た
天
神
祭
の
様
子
を
記
し
た
一
文
も
同
封
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
と
一
緒
に
、
母
チ
ヨ
宛
の
書
簡
も
同
封
さ
れ
て
い
た
。
父
へ
の
手

紙
と
比
し
て
母
へ
の
そ
れ
は
、
少
年
が
母
に
甘
え
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。

＊

拝
啓
。
先
日
申
上
候
帯
の
儀
は
、
何
の
御
返
事
も
無
き
候
故
、
を
ヽ
か
た
御
送
り
下
さ
る
も
の
と
存
、
毎
日
、
今
日
は
来
る

か
明
日
は
来
る
か
と
待
居
候
ひ
し
に
、
天
神
祭
の
今
日
迄
、
何
の
事
も
無
く
候
。
御
送
り
下
さ
ら
ず
ば
其
御
返
事
下
さ
れ
度

く
な
ら
ん
。
御
送
り
な
れ
ば
、
祭
日
迄
に
は
来
る
な
ら
ん
と
日
に
待
ち
申
候
が
、
如
何
に
候
や
。
御
送
り
は
無
き
候
や
も
伺

ひ
申
候
。
以
上
。

御
無
理
に
て
は
候
へ
共
、
父
上
に
な
い
し
ょ
に
て
、
ち
り
め
ん
一
筋
御
来
ぬ
下
さ
る
事
か
の
う
ま
じ
く
候
や
。
御
返
事
待
つ
。

結
局
、
こ
の
帯
に
つ
い
て
は
、
先
の
書
簡
を
出
し
た
二
六
日
に
は
高
畑
（
大
阪
中
之
島
の
親
戚
）
に
届
い
て
い
た
よ
う
で
、
八
月

五
日
の
母
宛
の
書
簡
に
は
、
そ
の
礼
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
書
と
一
緒
に
平
井
直
水
塾
で
描
い
た
一
枚
の
絵
を
送
っ
て
お
り
、

「
つ
ま
ら
ぬ
粗
画
に
は
候
へ
共
、
一
枚
御
送
り
申
候
間
。
父
上
に
も
御
見
せ
下
さ
れ
度
く
候
。」
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
直
接
で
は

な
く
、
母
を
通
し
て
父
と
つ
な
が
っ
て
い
た
よ
う
で
、
そ
こ
に
父
と
華
宵
と
の
微
妙
な
距
離
感
を
感
じ
る
の
で
あ
る
。

亀
太
郎
に
し
ろ
華
宵
に
し
ろ
、
共
通
し
て
父
和
三
郎
へ
心
理
的
な
距
離
感
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
、
日
記
や
書
簡
の
記
述
か
ら

推
察
さ
れ
る
。
家
父
長
制
度
と
い
う
当
時
の
社
会
制
度
や
思
春
期
の
少
年
の
心
情
を
鑑
み
る
と
、
あ
る
程
度
は
当
然
と
も
言
え
る

が
、
長
男
の
亀
太
郎
が
自
己
の
夢
を
断
念
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
、
次
男
の
華
宵
が
希
望
通
り
の
絵
画
修
業
の
道
へ
進
ん
だ
こ
と
に
、

こ
の
時
代
の
商
家
の
現
実
を
見
る
思
い
が
す
る
。

前
述
の
よ
う
に
、
明
治
三
十
二
年
に
自
ら
の
人
生
の
処
し
方
を
決
意
し
た
亀
太
郎
で
あ
っ
た
が
、
明
治
三
十
七
年
に
父
が
亡
く

598

高
畠
亀
太
郎
と
華
宵
の
私
的
記
録

四
九



な
る
ま
で
（
こ
の
年
の
日
記
は
散
逸
）
の
日
記
に
は
、
他
の
家
族
に
比
べ
、
父
に
関
す
る
記
述
が
多
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
単

に
父
の
行
動
（
外
出
、
出
張
等
）
の
事
実
の
み
を
記
す
場
合
が
多
い
が
、
短
い
記
述
な
が
ら
父
の
様
子
を
追
記
し
て
い
る
と
こ
ろ

も
多
々
あ
り
、
常
に
父
親
の
動
向
を
亀
太
郎
が
気
に
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

＊

待
チ
ニ
待
チ
タ
ル
京
都
初
売
ハ
、
至
テ
薄
手
合
ニ
シ
テ
、
五
七
円
直
押
ス
旨
中
井
ヨ
リ
入
電
ア
リ
テ
、
父
弱
リ
居
レ
リ
。

（
亀
①
、
一
一
三
〜
一
一
四
頁
）

＊

昨
冬
以
後
、
其
時
ハ
頗
安
シ
ト
思
ヒ
テ
買
入
タ
ル
品
モ
、
又
々
損
失
ト
ナ
リ
テ
成
行
致
方
ナ
ケ
レ
バ
、
本
日
モ
特
最
優
壱
個

余
ヲ
四
二
五
ニ
テ
売
リ
タ
ル
ガ
、
父
大
ニ
弱
リ
居
レ
リ
。（
亀
①
、
一
二
一
頁
）

＊

父
ト
相
談
ノ
上
四
〇
二
ニ
テ
其
歩
入
糸
ヲ
売
ル
コ
ト
ニ
略
取
極
メ
テ
帰
レ
リ
。（
略
）父
ハ
逆
上
ニ
テ
、
夜
遂
ニ
臥
蓐
シ
、（
略
）

父
不
快
ナ
ル
ヲ
以
テ
商
談
ハ
明
日
ノ
コ
ト
ヽ
ナ
セ
リ
。（
亀
①
、
一
五
〇
頁
）

＊

夕
場
七
九
一
、
気
配
益
悪
シ
。
父
、
新
聞
ニ
依
リ
日
露
形
勢
ノ
大
ニ
危
キ
ヲ
見
テ
、
頻
リ
ニ
其
糸
価
ニ
影
響
セ
ン
コ
ト
ヲ
気

遣
ヒ
、
遂
ニ
頭
ヲ
冷
サ
シ
ム
ル
ニ
至
ル
。
心
弱
シ
ト
云
フ
ベ
シ
。（
亀
①
、
一
五
三
頁
）

＊

過
日
来
不
売
行
ヲ
嘆
ジ
居
タ
ル
際
ナ
レ
バ
、
父
此
電
報
ニ
接
シ
、
大
ニ
喜
ビ
テ
家
内
一
同
ヘ
そ
ば
ヲ
奢
レ
リ
。

（
亀
①
、
一
五
八
〜
一
五
九
頁
）

刻
々
と
変
わ
る
、
父
の
様
子
を
日
々
気
に
す
る
亀
太
郎
で
あ
る
。
元
来
気
の
小
さ
さ
が
す
ぐ
に
体
調
に
影
響
す
る
和
三
郎
は
、

頭
痛
や
心
臓
、
内
臓
な
ど
の
病
を
時
々
発
症
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
父
を
、
良
き
に
付
け
悪
し
き
に
付
け
、
一
番
身
近
に
感
じ
て

い
た
の
が
亀
太
郎
で
あ
っ
た
。
父
を
見
な
が
ら
、
長
男
と
し
て
の
自
覚
を
身
に
つ
け
て
来
た
亀
太
郎
で
あ
る
が
、
弟
妹
の
こ
と
に

つ
い
て
も
、
徐
々
に
責
任
感
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
中
村
家
へ
養
女
に
い
っ
た
す
ぐ
下
の
妹
ハ
ル
の
婚
姻
に
つ
い
て
、
事
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前
に
何
も
知
ら
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
憤
慨
し
た
り
、
華
宵
（
幸
吉
）
の
進
路
に
つ
い
て
、
父
に
意
見
す
る
様
子
が
日
記
に
記
さ

れ
て
い
る
。

＊

数
年
前
ヨ
リ
中
村
惣
八
氏
方
ノ
養
女
ト
ナ
リ
居
ル
妹
ハ
ル
ニ
、
松
丸
ヨ
リ
婿
養
子
（
未
ダ
其
名
ヲ
知
ラ
ズ
、
二
十
五
歳
ナ
リ

ト
云
フ
）
ヲ
迎
フ
ル
コ
ト
ヽ
ナ
リ
、
今
夜
高
畠
秋
松
氏
方
ニ
テ
婚
礼
ア
ル
旨
今
日
母
ヨ
リ
聞
ケ
リ
。
是
迄
予
ニ
ハ
少
シ
モ
告

ゲ
ザ
リ
シ
ナ
リ
。（
亀
①
、
一
二
四
頁
）

＊

夜
、
幸
吉
ヲ
中
学
校
ヘ
入
学
セ
シ
メ
ン
ト
ス
ル
コ
ト
ニ
就
キ
テ
、
父
と
議
論
シ
タ
レ
ド
モ
、
遂
ニ
入
学
セ
シ
メ
ズ
シ
テ
高
等

小
学
四
学
年
ヘ
置
ク
コ
ト
ヽ
ナ
レ
リ
。（
亀
①
、
一
五
二
頁
）

明
治
三
十
七
年
九
月
十
三
日
に
、
父
和
三
郎
が
四
十
歳
で
逝
去
し
、
亀
太
郎
が
弱
冠
二
十
一
歳
で
家
長
と
な
る
。
家
長
と
し
て

の
自
覚
は
す
で
に
充
分
備
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
、
こ
れ
ら
弟
妹
に
つ
い
て
の
記
述
か
ら
も
窺
い
知
る
事
が
で
き
る
。
明
治
三
十
七

年
の
日
記
が
残
っ
て
い
な
い
た
め
、
当
時
の
亀
太
郎
の
心
情
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
の
後
は
、
華
宵
の
絵
画
修
業
を
続

け
さ
せ
（
本
来
で
あ
れ
ば
華
宵
は
実
家
で
亀
太
郎
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
べ
き
立
場
で
あ
る
）、
他
の
弟
妹
た
ち
も
中
学
校
や
商
業
学

校
、
女
学
校
に
通
わ
せ
て
い
る
。

第
二
章

母
チ
ヨ
と
弟
妹
た
ち

父
和
三
郎
に
つ
い
て
の
記
述
に
比
べ
る
と
、
亀
太
郎
日
記
に
は
母
に
つ
い
て
の
記
述
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
。
父
に
つ
い
て
商

売
関
係
の
付
き
合
い
や
外
出
に
つ
い
て
も
事
細
か
く
記
し
て
い
た
が
、
母
に
つ
い
て
は
外
出
云
々
等
の
記
述
は
、
遠
方
へ
の
旅
行
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以
外
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
弟
妹
た
ち
に
つ
い
て
も
、
進
学
進
級
な
ど
の
節
目
の
記
述
が
多
く
、
家
族
の
日
常
生
活
の
様
子

は
ほ
と
ん
ど
綴
ら
れ
て
い
な
い
。

亀
太
郎
は
長
生
き
し
て
、
父
母
弟
妹
す
べ
て
を
見
送
っ
て
い
る
。
普
段
は
淡
々
と
事
実
を
日
記
に
記
す
亀
太
郎
で
あ
る
が
、
彼

ら
の
死
に
つ
い
て
の
記
述
か
ら
は
、
情
に
厚
い
亀
太
郎
の
一
面
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

明
治
三
十
六
年
一
月
十
三
日
〜
二
十
七
日
に
は
生
後
六
ヵ
月
余
り
の
妹
ト
ヨ
に
つ
い
て
の
記
述
が
た
び
た
び
あ
る
。（
以
下
ト

ヨ
に
関
し
て
の
記
述
は
全
て
「
亀
①
」
よ
り
引
用
）

＊

妹
ト
ヨ
俄
ニ
ひ
き
つ
け
ヲ
催
シ
（
略
）
其
後
発
熱
ノ
為
、
身
体
未
ダ
全
ク
旧
複
セ
ズ
。（
一
月
十
三
日
）

＊

妹
ト
ヨ
ノ
病
気
、
稍
快
方
ナ
レ
ド
モ
、
未
ダ
全
快
セ
ズ
。（
一
月
十
四
日
）

＊

ト
ヨ
其
後
発
熱
甚
シ
ク
、
終
夜
泣
ク
。（
一
月
十
七
日
）

＊

ト
ヨ
其
後
次
第
ニ
衰
弱
一
方
ニ
テ
、
経
過
面
白
カ
ラ
ザ
ル
（
略
）。（
一
月
二
十
一
日
）

＊

妹
ト
ヨ
ノ
病
気
ニ
就
テ
ハ
、
母
ハ
勿
論
、
田
村
ミ
ツ
ノ
如
キ
モ
、
日
夜
看
護
ニ
努
メ
タ
レ
ド
モ
、
胃
腸
病
ノ
外
ニ
、
過
日
丹

毒
ヲ
併
発
シ
テ
ヨ
リ
、
病
勢
漸
々
重
ク
シ
テ
、
昨
日
ハ
終
日
昏
眠
ノ
内
ニ
経
過
シ
タ
ル
ガ
、
本
日
ハ
朝
来
眠
ラ
ズ
シ
テ
、
腹

部
緊
張
ノ
為
メ
呻
吟
ノ
声
ヲ
絶
タ
ズ
、
益
危
篤
ノ
状
態
ニ
陥
レ
リ
。（
略
）
十
一
時
二
十
分
ニ
至
リ
、
母
ノ
乳
房
ヲ
啣
マ
セ

ン
ト
ス
ル
ト
キ
、
終
ニ
眠
ル
ガ
如
ク
ニ
息
絶
ヘ
タ
リ
。（
略
）
父
母
ヲ
始
メ
一
同
ノ
悲
嘆
殆
名
状
ス
ベ
カ
ラ
ズ
。（
略
）
噫
、

家
中
最
愛
ノ
嬰
児
生
レ
テ
僅
ニ
七
ヶ
月
余
、
溘
然
逝
キ
テ
復
帰
ラ
ズ
。
何
等
ノ
惨
事
ゾ
ヤ
。（
一
月
二
十
二
日
）

亀
太
郎
に
は
華
宵
の
ほ
か
に
、
実
（
三
男
）
と
義
雄
（
四
男
）
と
い
う
二
人
の
弟
が
い
た
。
亀
太
郎
は
実
に
は
宇
和
島
町
立
商

業
学
校
を
経
て
、
八
幡
浜
商
業
学
校
へ
も
進
学
さ
せ
る
な
ど
中
等
教
育
を
受
け
さ
せ
、
四
男
の
義
雄
も
宇
和
島
中
学
か
ら
東
京
の
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高
等
商
船
学
校
へ
進
学
さ
せ
て
い
る
が
、
中
等
教
育
を
受
け
さ
せ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
無
念
を
弟
た
ち
に
味
わ
わ
せ
た
く
な
か
っ

た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
大
正
期
に
実
と
義
雄
は
と
も
に
若
く
し
て
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
。

八
幡
浜
商
業
高
校
卒
業
後（
明
治
四
十
四
年
三
月
）の
実
の
行
動
は
断
片
的
に
し
か
判
っ
て
い
な
い
。
実
業
之
日
本
社
へ
入
社
、

広
島
の
工
兵
第
五
大
隊
に
志
願
兵
と
し
て
入
営
（
大
正
二
年
）、
翌
年
の
除
隊
後
、
精
神
的
に
不
安
定
と
な
る
。
実
家
、
東
京
、

京
都
な
ど
を
行
き
来
す
る
も
、詳
細
は
不
明
。一
時
期
東
京
の
華
宵
宅
に
も
同
居
し
て
い
た
。大
正
七
年
五
月
以
降
は
実
家
に
帰
っ

て
い
た
が
、
精
神
の
錯
乱
状
態
は
深
刻
化
し
て
い
た
よ
う
で
、
別
棟
に
軟
禁
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

＊

裏
ノ
監
置
室
ニ
ア
ル
弟
実
、
近
頃
ハ
以
前
ノ
如
ク
乱
暴
ヲ
ナ
サ
ズ
。
挙
動
穏
和
ト
ナ
リ
、
最
近
稍
身
体
ニ
水
腫
ノ
気
味
見
エ

居
タ
ル
ガ
、
昨
日
夜
ニ
入
リ
テ
腹
痛
ヲ
訴
フ
ル
ヲ
以
テ
、
其
手
当
ヲ
ナ
シ
与
エ
タ
ル
ニ
、
今
暁
ニ
至
リ
テ
心
臓
衰
弱
ニ
テ
急

変
シ
、
福
田
医
師
ヲ
招
キ
タ
レ
ド
モ
及
バ
ズ
、
午
前
七
時
頃
終
ニ
死
去
シ
タ
リ
。
不
幸
精
神
病
ニ
罹
リ
テ
ヨ
リ
五
ヶ
年
、
其

間
或
ハ
監
置
シ
、
或
ハ
諸
方
ヲ
放
浪
ス
ル
コ
ト
数
次
、
昨
年
五
月
京
都
ヨ
リ
保
護
シ
帰
リ
シ
以
来
ハ
監
置
ヲ
続
ケ
来
リ
シ
ニ
、

今
ヤ
空
シ
、
寔
ニ
悲
哉
。（
亀
③
、
一
三
五
頁
）

同
年
九
月
に
、
亀
太
郎
は
愛
媛
県
議
会
議
員
に
立
候
補
し
て
お
り
、
そ
の
準
備
に
奔
走
し
て
い
た
た
め
か
、
実
の
死
（
九
月
二

十
二
日
）
の
翌
日
に
ま
ず
火
葬
を
し
、
選
挙
が
終
わ
っ
た
翌
々
日
（
九
月
二
十
八
日
）
に
葬
儀
を
執
り
行
っ
て
い
る
。
実
は
享
年

二
十
六
歳
で
あ
っ
た
。

華
宵
も
一
時
期
東
京
で
実
を
寄
宿
さ
せ
て
い
た
が
、
実
の
素
行
に
つ
い
て
の
苦
情
の
手
紙
を
兄
姉
宛
に
送
っ
て
い
る
。
日
記
に

記
さ
れ
た
亀
太
郎
の
冷
静
な
対
応
と
対
称
的
に
、
華
宵
は
実
の
素
行
に
つ
い
て
、
あ
り
っ
た
け
の
感
情
を
ぶ
つ
け
て
い
る
。
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＊

さ
て
も
う
も
う
毎
度
毎
度
の
事
に
て
う
る
さ
く
も
思
召
さ
れ
ん
が
、此
の
暑
い
の
に
私
は
も
う
と
て
も
や
り
き
れ
申
さ
ず
候
。

例
の
実
儀
、
ど
う
し
て
こ
ん
な
か
と
信
に
信
に
悲
し
く
候
。
国
に
居
る
頃
は
如
何
で
し
た
か
知
り
ま
せ
ぬ
が
、
只
私
に
対
す

る
行
為
だ
け
は
、
ど
う
思
っ
て
も
に
く
ら
し
い
奴
と
存
じ
候
。（
略
）
も
う
私
は
此
ん
な
手
紙
を
か
く
の
も
つ
ら
い
。
母
上

な
り
貴
汝
な
り
に
申
上
れ
ば
、
只
が
ま
ん
し
て
世
話
せ
よ
。
只
其
れ
ば
か
り
。
実
に
お
小
言
を
お
仰
か
と
か
知
ら
ぬ
が
、
や
っ

ぱ
り
同
じ
事
。

其
れ
に
国
の
実
兄
か
ら
只
の
一
度
も
頼
む
と
云
ふ
御
手
紙
も
い
た
だ
き
ま
せ
ぬ
。
此
ふ
ま
で
私
を
馬
鹿
に
さ
れ
て
…
。（
略
）

ち
ぇ
、
残
念
残
念
。
姉
様
の
申
で
は
、
実
を
や
わ
ら
め
る
事
は
出
来
ま
せ
ぬ
か
。
で
は
ど
う
し
て
も
私
に
ば
か
り
苦
痛
を
さ

し
て
、
其
れ
で
国
の
方
々
は
平
気
で
お
出
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。（
略
）
も
う
ど
う
に
も
が
ま
ん
が
出
来
ま
せ
ん
か
ら
、

私
は
私
の
方
か
ら
に
げ
出
し
ま
す
。（
大
正
二
年
八
月
十
五
日
、
姉
ハ
ル
宛
書
簡
）

＊

過
日
も
姉
上
に
迄
も
う
し
あ
げ
た
、
実
に
毎
日
の
事
に
て
小
生
の
ど
ち
ら
も
御
聞
あ
き
の
事
と
は
存
じ
候
へ
ど
、
誠
に
小
生

程
わ
り
に
あ
わ
ぬ
馬
鹿
馬
鹿
し
い
運
命
も
少
な
き
し
と
存
じ
候
。
彼
奴
（
実
）
に
も
困
り
入
り
候
。
い
つ
も
い
つ
も
感
情
を

荒
ら
げ
る
事
ば
か
り
に
て
、
其
の
つ
ど
仕
事
も
手
に
つ
か
ぬ
程
、
小
生
の
気
は
い
ら
だ
ち
申
候
。
云
ふ
迄
も
な
く
小
生
の
世

話
に
な
り
お
ら
ば
、
殊
に
弟
と
し
て
も
、
兄
に
従
順
な
る
は
当
然
の
事
に
候
へ
ど
、
此
奴
程
迄
フ
テ
ブ
テ
し
い
奴
は
見
た
事

も
云
な
く
、
此
ふ
迄
事
々
に
不
快
の
言
行
を
さ
れ
て
、
小
生
の
感
情
を
み
だ
さ
れ
ブ
チ
コ
ワ
さ
れ
て
迄
、
兄
は
弟
を
世
話
せ

ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
に
候
や
。（
大
正
二
年
八
月
頃
？
、
兄
亀
太
郎
宛
書
簡
）

か
な
り
ヒ
ス
テ
リ
ッ
ク
に
書
き
な
ぐ
り
、
華
宵
の
我
慢
も
限
界
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
そ
の
後
十
月
頃
ま
で
に
は
、
実
は
華
宵

宅
を
出
て
自
立
（
？
）
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
行
き
先
を
告
げ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
け
ん
か
別
れ
を
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
後
、
華
宵
か
ら
の
書
簡
に
実
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
も
の
は
残
っ
て
い
な
い
。
兄
弟
間
の
し
こ
り
を
残
し
た
ま
ま
、
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実
は
華
宵
と
別
れ
、
大
正
八
年
に
亡
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

大
正
十
一
年
十
二
月
、
四
男
義
雄
が
亡
く
な
る
。
義
雄
は
宇
和
島
中
学
を
卒
業
後
（
大
正
四
年
三
月
）、
東
京
の
高
等
商
船
学

校
に
学
び
、
卒
業
後
は
遠
洋
航
海
士
と
し
て
働
い
て
い
た
。
華
宵
を
含
め
た
家
族
と
義
雄
の
関
係
は
、
先
に
紹
介
し
た
よ
う
な
実

と
の
そ
れ
に
比
べ
れ
ば
、
大
変
良
好
で
あ
っ
た
。
大
正
三
年
に
は
宇
和
島
中
学
卒
業
後
の
進
路
に
つ
い
て
相
談
を
し
て
き
た
義
雄

あ
て
に
、
華
宵
は
長
文
の
書
簡
を
送
っ
て
、
兄
と
し
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
る
（
4
）。
商
船
学
校
へ
進
学
し
、
遠
洋
航
海
士
に
な
っ

た
義
雄
は
、
当
時
東
京
に
い
た
華
宵
宅
へ
た
び
た
び
寄
宿
し
て
い
た
。
大
正
十
一
年
十
二
月
八
日
、
義
雄
の
訃
報
が
亀
太
郎
の
も

と
へ
届
く
。

＊

東
京
幸
吉
宅
ニ
寄
寓
中
ナ
リ
シ
弟
義
雄
ハ
、
病
気
ニ
テ
先
般
来
入
院
シ
居
タ
リ
シ
ガ
、
慢
性
腹
膜
炎
ハ
稍
危
機
ヲ
脱
シ
タ
ル

モ
、
身
体
衰
弱
甚
シ
ク
危
篤
ト
ノ
来
電
、
宇
和
島
ヨ
リ
電
話
ニ
テ
報
ジ
来
リ
、
次
デ
本
日
午
後
三
時
死
去
ノ
旨
来
報
ア
リ
。

熟
慮
ノ
結
果
、
弟
幸
吉
ニ
頼
ミ
テ
、
不
取
敢
火
葬
ニ
附
サ
シ
メ
、
予
ハ
数
日
後
県
会
終
了
次
第
上
京
ス
ル
コ
ト
ヽ
シ
、
其
由

打
電
ス
。
義
雄
ハ
今
夏
帰
郷
後
、
マ
リ
子
ト
共
ニ
上
京
シ
タ
リ
シ
ガ
、
終
ニ
永
別
ト
ナ
ル
。
哀
悼
ニ
堪
ヘ
ザ
ル
ナ
リ
。
則
チ

今
夜
ノ
知
事
招
待
宴
ヲ
辞
シ
、
旅
舎
ニ
謹
慎
シ
テ
、
遥
ニ
東
都
ノ
空
ヲ
懐
ヒ
、
追
惜
ノ
意
ヲ
表
ス
。（
亀
③
、
二
五
五
頁
）

県
議
会
が
開
催
中
で
あ
っ
た
た
め
、
火
葬
等
は
華
宵（
幸
吉
）に
託
し
、
義
雄
の
死
後
一
週
間
し
て
よ
う
や
く
上
京
し
て
い
る
。

興
味
深
い
の
は
亀
太
郎
の
上
京
中
、
義
雄
の
死
に
立
ち
会
っ
た
キ
ヨ
（
妹
）
と
マ
リ
子
（
義
雄
の
婚
約
者
）
は
東
京
見
物
を
し
、

亀
太
郎
は
同
業
者
を
訪
ね
て
横
浜
に
出
向
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
家
族
の
喪
中
で
あ
っ
て
も
、
観
光
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
時

間
を
作
っ
て
い
る
の
は
亀
太
郎
ら
し
い
ド
ラ
イ
さ
、
あ
る
い
は
妹
た
ち
へ
の
気
遣
い
と
言
え
よ
う
か
。
宇
和
島
に
帰
着
後
、
十
二

月
二
十
五
日
に
法
園
寺
に
て
正
式
な
葬
儀
が
執
り
行
わ
れ
、
二
百
名
以
上
の
会
葬
者
が
あ
っ
た
と
い
う
。
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実
と
義
雄
と
い
う
二
人
の
弟
を
大
正
期
に
相
次
い
で
亡
く
し
、
男
兄
弟
は
亀
太
郎
と
華
宵
の
二
人
と
な
っ
た
。
亀
太
郎
の
日
記

か
ら
は
、
短
い
語
句
の
中
に
凝
縮
さ
れ
た
深
い
哀
し
み
が
伝
わ
っ
て
来
る
が
、
一
方
で
家
業
や
政
治
活
動
を
怠
ら
な
い
精
神
力
の

強
さ
と
合
理
的
思
考
の
在
り
方
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

華
宵
も
ま
た
、
亀
太
郎
、
キ
ヨ
、
マ
リ
子
が
帰
省
し
た
後
、
義
雄
の
死
に
つ
い
て
母
親
宛
に
書
簡
を
送
っ
て
い
る
。

＊

此
度
は
義
雄
の
事
で
定
め
し
御
驚
き
と
御
悲
み
だ
っ
た
事
と
存
じ
ま
す
。誠
に
定
命
と
は
云
ひ
な
が
ら
、あ
れ
迄
に
勉
強
し
た

甲
斐
も
な
く
か
わ
い
そ
う
で
す
。
然
し
、
も
う
ど
う
に
も
致
方
な
い
の
で
す
か
ら
、
あ
ん
ま
り
ク
ヨ
ク
ヨ
な
さ
ら
な
い
様
に
。

ま
だ
達
者
な
子
が
数
多
い
の
で
す
か
ら
、
御
あ
き
ら
め
な
さ
い
ま
せ
。（
大
正
十
一
年
十
二
月
二
十
八
日
、
母
チ
ヨ
宛
書
簡
）

十
四
歳
で
家
族
と
離
れ
た
華
宵
に
と
っ
て
は
、
兄
弟
と
の
距
離
感
が
、
亀
太
郎
の
場
合
と
は
多
少
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
さ

せ
る
。

母
チ
ヨ
は
昭
和
七
年
十
一
月
十
二
日
に
六
十
八
歳
で
逝
去
し
た
。
死
の
半
年
程
前
か
ら
臥
せ
っ
て
い
て
、
華
宵
、
ナ
ヲ
、
キ
ヨ

な
ど
遠
方
に
住
む
子
ど
も
た
ち
が
、
相
次
い
で
見
舞
い
に
帰
省
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
チ
ヨ
も
少
し
は
和
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
華

宵
は
同
年
六
月
と
十
月
に
母
の
見
舞
い
に
宇
和
島
を
訪
れ
て
い
る
。
実
に
二
十
数
年
振
り
の
帰
郷
で
あ
る
。

＊

鎌
倉
ノ
弟
華
宵
、
母
ノ
病
気
見
舞
ノ
為
メ
二
十
数
年
振
リ
ニ
帰
省
ス
ル
コ
ト
ヽ
ナ
リ
、（
略
）
午
後
一
時
半
早
ク
モ
来
着
シ

タ
レ
バ
、
早
速
母
及
ビ
妻
等
ニ
対
面
セ
シ
ム
。
母
モ
大
ニ
満
足
シ
、
病
勢
モ
次
第
ニ
快
方
ニ
向
ヒ
タ
ル
ガ
如
シ
。

（
亀
④
、
四
一
三
頁
）

松
山
大
学
論
集

第
二
十
八
巻

第
四
号

五
六

591



＊

弟
華
宵
モ
先
般
母
重
態
ノ
報
ヲ
見
テ
再
ビ
帰
省
ス
ル
コ
ト
ヽ
ナ
リ
、（
略
）
午
後
二
時
当
方
ヘ
到
着
ス
。
母
モ
其
後
割
合
ニ

気
分
宜
シ
ク
、
華
宵
及
弟
子
武
彦
ニ
面
接
、
遠
路
ノ
来
着
ヲ
喜
ビ
テ
談
話
ヲ
続
ケ
タ
リ
。
尚
、
持
参
ノ
色
紙
、
自
筆
ノ
美
人

画
数
葉
ヲ
母
ニ
示
シ
テ
心
ヲ
慰
メ
タ
リ
。（
亀
④
、
四
四
二
〜
四
四
三
頁
）

華
宵
も
母
の
様
子
を
心
配
し
て
か
、
頻
繁
に
実
家
に
手
紙
を
送
っ
て
い
る
。

＊

其
後
母
上
の
御
様
子
は
如
何
で
せ
う
。
あ
ん
ま
り
毎
日
の
暑
気
つ
づ
き
な
の
で
、
病
人
に
は
ど
ん
な
も
の
か
と
心
配
致
し
ま

す
。
過
日
は
早
朝
に
、
片
瀬
の
龍
口
寺
へ
お
参
り
し
て
、
御
守
を
頂
い
て
来
ま
し
た
か
ら
、
御
送
り
申
ま
す
。
母
上
に
お
あ

げ
し
て
下
さ
い
ま
せ
。（
昭
和
七
年
七
月
二
十
七
日
、
義
姉
セ
イ
宛
書
簡
）

＊

母
の
病
気
も
案
じ
て
居
り
ま
す
。
過
日
の
御
通
知
に
て
衰
弱
の
加
る
様
子

今
一
度
元
気
に
な
っ
て
も
ら
い
度
い
気
持
で
一

パ
イ
で
す
。
今
日
尺
五
巾
掛
軸
、
夏
姿
美
人
画
箱
入
郵
送
し
ま
し
た
か
ら
、
か
け
て
見
せ
て
下
さ
る
よ
う
。
江
戸
末
期
下
町

娘
、
母
上
の
若
か
り
し
頃
、
芝
居
や
江
戸
絵
な
ど
に
て
お
な
じ
み
の
も
の
で
す
か
ら
、
今
一
度
若
や
い
で
も
ら
へ
る
よ
う
念

じ
ま
す
。（
昭
和
七
年
八
月
十
六
日
、
兄
亀
太
郎
宛
書
簡
）

＊

母
上
の
事
、
気
に
か
か
り
乍
ら
、
暫
く
作
画
に
専
念
を
続
け
て
居
り
ま
し
た
為
、
御
無
沙
汰
致
し
ま
し
た
。（
略
）
夕
方
帰

宅
し
て
御
手
紙
を
拝
見
し
て
、
誠
に
ど
う
も
安
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
暗
い
気
分
に
な
り
ま
す
が
、
尽
せ
る
だ
け
の
人
力
で
す
か

ら
、
只
此
上
は
天
命
を
待
つ
よ
り
他
が
御
座
い
ま
せ
ん
。
誠
に
兄
上
に
の
み
直
接
の
御
苦
労
か
け
申
わ
け
有
り
ま
せ
ん
が
、

尚
ど
う
ぞ
万
事
よ
ろ
し
く
御
願
ひ
申
上
ま
す
。
御
飛
電
次
第
、
帰
省
い
た
し
ま
せ
う
。

（
昭
和
七
年
九
月
二
十
四
日
、
兄
亀
太
郎
宛
書
簡
）
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そ
し
て
遂
に
そ
の
時
と
な
っ
た
。
亀
太
郎
は
臨
終
の
様
子
を
細
か
く
記
し
て
い
る
。

＊

本
日
モ
昼
間
著
シ
キ
異
状
ナ
ク
、
午
後
五
時
過
田
中
医
師
ノ
来
診
ノ
頃
、
少
時
呻
吟
ヲ
続
ケ
居
タ
ル
ガ
、
六
時
十
分
ニ
到
リ
、

俄
ニ
呼
吸
低
調
ト
ナ
リ
、
病
勢
革
マ
レ
ル
ヲ
以
テ
数
回
カ
ン
フ
ル
其
他
ノ
注
射
ヲ
試
ミ
シ
モ
及
バ
ズ
。
二
十
五
分
殆
ド
脈
搏

弱
リ
、
息
微
力
ニ
、
其
間
ニ
医
師
、
山
本
ノ
伯
母
、
中
村
夫
妻
ヲ
招
キ
シ
ガ
、
六
時
四
十
五
分
終
ニ
溘
然
ト
シ
テ
逝
去
ス
。

（
略
）
病
臥
六
ヶ
月
間
身
体
ハ
不
自
由
ナ
リ
シ
モ
、
発
熱
及
ビ
痛
ミ
ノ
苦
ナ
ク
、
六
十
八
歳
ヲ
一
期
ト
シ
テ
眠
ル
ガ
如
キ
大

往
生
ヲ
遂
ゲ
タ
リ
。
幼
時
ヨ
リ
大
恩
ヲ
受
ケ
タ
ル
親
愛
ナ
ル
母
、
終
ニ
逝
ク
。
誠
ニ
哀
惜
ニ
堪
ヘ
ザ
ル
ナ
リ
。（
略
）

母
ノ
死
体
ハ
之
ヲ
潔
メ
テ
、
紋
服
ニ
改
メ
、
病
室
ニ
北
枕
シ
テ
安
臥
セ
シ
メ
、
香
煙
一
抹
哀
愁
ヲ

ム
ル
所
ニ
、
予
等
一
同

悲
シ
キ
晩
秋
ノ
一
夜
ヲ
送
レ
リ
。（
亀
④
、
四
五
三
〜
四
五
四
頁
）

翌
日
か
ら
は
弔
問
客
が
次
々
と
訪
れ
、
生
糸
工
場
も
葬
儀
の
た
め
休
業
し
、
四
五
〇
通
も
の
死
亡
通
知
を
発
送
し
て
、
お
通
夜

を
執
り
行
っ
た
。
葬
儀
は
十
五
日
に
行
う
こ
と
と
し
、
華
宵
も
十
四
日
に
は
再
度
帰
省
し
て
い
る
。「
母
ノ
死
体
ヲ
清
メ
、
正
装

シ
テ
寝
棺
ニ
納
メ
タ
ル
ガ
、
華
宵
等
対
面
感
慨
無
量
ナ
リ
」（
亀
④
、
四
五
五
頁
）
と
あ
る
が
、
華
宵
の
悲
し
む
様
子
が
伝
わ
っ

て
く
る
。

そ
の
後
の
亀
太
郎
日
記
で
は
、
い
つ
も
通
り
葬
儀
関
連
の
事
務
的
な
記
述
が
多
く
な
る
。
ま
た
年
末
回
顧
の
欄
で
も
母
の
死
に

触
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ほ
ど
悲
嘆
し
た
様
子
は
す
で
に
な
い
。

＊

幼
時
ヨ
リ
大
恩
ノ
慈
母
、
殊
ニ
父
ノ
死
後
二
十
八
年
間
、
吾
家
ノ
為
メ
ニ
特
別
功
績
多
キ
母
ヲ
亡
ヒ
タ
ル
ハ
限
リ
ナ
キ
遺
憾

事
ナ
リ
。
只
、
近
年
家
族
ノ
円
満
ト
家
政
ノ
安
定
ヲ
見
テ
、
比
較
的
幸
福
ニ
老
後
ヲ
送
リ
、
半
歳
ニ
亘
ル
病
臥
モ
常
ニ
充
分
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ナ
ル
看
護
ヲ
尽
ス
ヲ
得
タ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
多
年
故
郷
ノ
山
河
ニ
遠
ザ
カ
リ
シ
華
宵
ヲ
始
メ
、
弟
妹
数
次
ノ
帰
省
ハ
病
苦
ヲ

慰
ム
ル
コ
ト
尠
カ
ラ
ズ
、
満
足
ト
平
安
ノ
裏
ニ
瞑
目
シ
タ
ル
ハ
、
聊
哀
愁
ヲ
軽
ク
ス
ル
ニ
足
ル
モ
ノ
ア
ラ
ン
乎
。

（
亀
④
、
四
七
〇
頁
）

母
の
死
に
つ
い
て
も
、
実
際
の
感
情
は
別
に
し
て
も
、
淡
々
と
し
た
文
章
が
続
く
日
記
に
比
べ
、
華
宵
か
ら
の
書
簡
に
は
、
華

宵
の
想
い
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。
最
初
は
改
ま
っ
た
文
体
で
始
ま
っ
て
も
、
だ
ん
だ
ん
と
筆
が
進
む
と
、
か
な
り
感
情
に
任
せ
た
ま

ま
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。

＊

母
の
死
は
、
却
っ
て
私
の
心
境
に
更
正
の
力
を
加
へ
ま
し
た
。
兄
上
を
初
め
と
し
て
、
私
共
の
父
母
の
生
め
る
児
は
、
た
し

か
に
衆
人
に
優
越
せ
る
あ
る
も
の
を
も
っ
て
居
り
ま
す
が
、
す
べ
て
ほ
ん
と
う
の
實
力
の
発
揮
迄
に
は
至
ら
ず
、
他
の
割
合

で
薄
幸
で
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
よ
き
頭
脳
を
も
ち
乍
ら
、
春
秋
多
き
身
を
若
ふ
し
て
逝
き
し
実
、
義
雄
の
分
ま
で
も
、
私

共
は
兼
つ
と
め
、
彼
等
の
夭
折
を
無
意
味
に
し
て
は
な
ら
ぬ
と
思
ひ
ま
す
。
死
し
て
大
霊
に
合
一
せ
る
父
母
弟
等
の
霊
は
、

私
共
に
其
れ
を
希
望
し
て
居
る
と
霊
感
し
ま
す
。
い
さ
さ
か
コ
ー
フ
ン
の
形
で
恐
縮
し
ま
し
た
。

（
昭
和
七
年
十
一
月
二
十
一
日
、
兄
亀
太
郎
宛
書
簡
）

明
治
三
十
九
年
、
華
宵
は
亀
太
郎
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
高
畠
久
吾
（
伯
父
）
の
養
子
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
久
吾
の
死
亡

と
華
宵
の
素
行
不
良
を
理
由
に
明
治
四
十
一
年
一
月
に
養
子
縁
組
を
解
除
さ
れ
る
。
こ
の
時
期
華
宵
は
、
親
戚
宅
に
身
を
寄
せ
て

気
ま
ま
に
過
ご
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
勤
勉
な
亀
太
郎
に
は
こ
の
華
宵
の
生
活
ぶ
り
が
気
に
入
ら
ず
、
同
年
五
月
、
亀
太
郎
は

二
〇
円
の
餞
別
を
渡
し
て
華
宵
を
京
都
へ
行
か
せ
て
い
る
。
こ
の
時
に
亀
太
郎
と
華
宵
と
の
間
に
は
色
々
と
悶
着
が
あ
っ
た
よ
う
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で
、
こ
の
年
の
亀
太
郎
日
記
の
年
末
回
顧
欄
に
は
「
予
ト
ノ
間
依
然
不
和
ナ
リ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
以
後
、
華
宵
は
母
の
死
ま

で
宇
和
島
に
帰
省
す
る
こ
と
は
な
く
（
挿
絵
画
家
と
し
て
多
忙
と
な
っ
た
為
で
も
あ
る
）、
亀
太
郎
が
商
用
で
上
京
し
た
際
、
数

回
華
宵
の
家
に
立
ち
寄
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ほ
ど
頻
繁
な
行
き
来
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
華
宵
も
亀
太
郎
も
お
互
い
に
何
と

な
く
ギ
ク
シ
ャ
ク
と
し
た
距
離
感
を
感
じ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
母
宛
の
書
簡
は
残
っ
て
い
る
が
、
大
正
期
に
亀
太
郎
宛
の
書
簡

は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
。

し
か
し
昭
和
七
年
の
母
の
死
を
契
機
に
、
兄
弟
の
親
交
は
復
活
し
た
よ
う
で
あ
る
。
葬
儀
の
際
も
二
人
そ
ろ
っ
て
会
葬
者
に
挨

拶
を
し
て
い
る
が
、
母
を
二
人
一
緒
に
見
送
っ
た
こ
と
で
、
何
か
が
変
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
以
降
、
亀
太
郎
は
上
京
の

度
に
頻
繁
に
華
宵
宅
を
訪
問
し
た
り
、
華
宵
か
ら
も
近
況
を
知
ら
せ
る
書
簡
が
定
期
的
に
届
い
た
り
す
る
な
ど
、
母
の
死
は
二
人

の
兄
弟
の
人
生
を
再
び
結
び
つ
け
た
の
で
あ
る
。

第
三
章

戦
後
の
亀
太
郎
と
華
宵

終
戦
を
迎
え
た
後
の
二
人
の
人
生
は
対
称
的
で
あ
る
。
昭
和
二
十
年
代
以
降
、
亀
太
郎
は
公
職
追
放
に
よ
り
政
治
家
を
引
退
し

て
い
る
が
、
他
の
候
補
者
を
応
援
す
る
な
ど
、
後
方
支
援
を
選
挙
の
度
に
行
っ
て
い
る
。
家
業
は
戦
前
よ
り
始
め
た
木
工
業
と
賃

貸
業
を
中
心
に
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
一
方
の
華
宵
で
あ
る
が
、
昭
和
二
十
年
代
は
児
童
向
け
の
絵
本
や
名
作
全
集
の
挿

絵
な
ど
定
期
的
に
仕
事
が
あ
っ
た
。
ま
た
故
郷
の
宇
和
島
や
松
山
で
個
展
を
開
催
す
る
な
ど
し
て
い
る
。

昭
和
二
十
二
年
十
二
月
、
華
宵
の
帰
省
日
程
に
併
せ
て
、
宇
和
島
で
華
宵
の
展
覧
会
（
作
品
頒
布
会
）
を
急
遽
開
催
す
る
こ
と

と
な
っ
た
が
、
結
局
華
宵
は
軽
度
の
膀
胱
炎
の
た
め
宇
和
島
に
は
帰
ら
ず
、
そ
の
分
亀
太
郎
は
そ
の
準
備
や
開
催
中
の
接
客
に
奔

走
し
て
い
る
。
展
示
会
は
十
二
月
五
日
か
ら
三
日
間
の
開
催
で
あ
っ
た
。
以
下
に
亀
太
郎
日
記
か
ら
、
展
覧
会
開
催
前
後
の
様
子
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を
紹
介
す
る
。

＊

河
野
竹
三
郎
君
方
で
骨
董
商
数
名
と
会
合
。
近
日
来
宇
の
筈
の
弟
華
宵
の
美
人
画
展
示
会
開
催
に
就
て
、
協
議
の
上
、
此
連

中
の
宇
和
島
美
術
倶
楽
部
で
世
話
せ
し
む
る
こ
と
と
し
た
。（
十
一
月
二
十
七
日
）

＊

美
人
画
三
十
点
、
風
景
画
、
花
鳥
画
二
十
点
斗
五
十
点
で
、
孰
れ
も
佳
作
で
あ
る
。
美
人
画
を
見
て
い
る
と
絢
爛
を
極
め
て

居
る
。（
十
二
月
二
日
）

＊

絵
を
仮
軸
に
装
置
し
、
画
題
や
解
説
を
書
く
等
夜
十
時
迄
掛
っ
て
略
用
意
が
整
ふ
た
。（
十
二
月
三
日
）

＊

美
人
画
風
景
画
花
鳥
画
等
配
置
が
よ
ろ
し
く
出
来
上
が
っ
て
、
場
内
手
狭
の
嫌
は
あ
る
が
、
一
応
展
示
会
場
の
形
は
整
頓
し

た
。（
十
二
月
四
日
）

＊

夜
、
画
展
の
方
へ
行
く
。
入
場
者
は
多
数
で
人
気
は
よ
い
が
、
其
割
合
売
約
は
少
。（
十
二
月
六
日
）

＊

画
展
の
方
は
本
日
を
以
て
幕
を
閉
じ
た
が
、
昨
日
に
勝
る
観
覧
者
で
、
一
時
は
入
場
を
せ
き
止
め
て
待
た
す
程
で
あ
っ
た
。

売
約
は
依
然
少
し
。（
十
二
月
七
日
）

昭
和
二
十
六
年
は
、
亀
太
郎
の
孫
で
嗣
子
と
し
て
養
子
縁
組
を
し
て
い
た
重
章
（
亀
太
郎
の
長
女
倭
文
の
長
男
、
亀
太
郎
夫
妻

が
宇
和
島
で
育
て
て
い
た
）
の
大
学
受
験
の
年
で
あ
っ
た
。
日
記
に
は
重
章
に
対
す
る
亀
太
郎
の
期
待
の
大
き
さ
を
う
か
が
わ
せ

る
記
述
が
続
く
。
東
京
の
大
学
を
受
験
の
際
に
は
、
重
章
は
華
宵
宅
に
し
ば
ら
く
滞
在
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。

＊

午
前
五
時
に
起
き
た
。
重
章
は
今
朝
六
時
八
分
の
上
り
列
車
で
東
京
へ
向
ひ
出
発
す
る
の
で
、
既
に
旅
装
を
整
へ
て
居
り
、

五
時
四
十
分
に
暇
乞
し
て
家
を
立
っ
た
。
妻
と
井
上
晶
君
が
共
に
宇
和
島
駅
迄
見
送
り
、
予
は
汽
車
の
通
る
時
間
に
庭
の
裏
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塀
の
所
に
立
っ
て
、
車
窓
の
重
章
を
見
送
っ
た
（
略
）。
松
山
か
ら
準
急
行
と
な
り
、
午
後
二
時
高
松
桟
橋
、
岡
山
か
ら
東

京
行
急
行
に
接
続
し
て
、
明
朝
六
時
半
に
は
大
船
に
着
く
予
定
で
あ
る
。（
亀
太
郎
日
記
、
同
年
二
月
二
十
日
）

＊

高
等
学
校
へ
行
っ
て
、
重
章
京
大
受
験
の
こ
と
に
関
し
て
、
大
谷
、
白
石
両
教
師
に
面
会
協
議
し
、
帰
宅
後
重
章
へ
宛
て
速

達
を
出
し
た
。
夜
九
時
頃
、
東
京
の
重
章
よ
り
電
報
着
し
、
東
大
の
第
一
次
考
査
発
表
に
不
合
格
な
り
し
由
、
申
来
る
。（
略
）

之
に
就
き
、
十
時
迄
手
紙
を
書
い
た
。（
亀
太
郎
日
記
、
同
年
二
月
二
十
六
日
）

＊

朝
、
重
章
へ
宛
て
電
報
と
速
達
を
出
し
た
。（
略
）
十
時
、
東
高
等
学
校
へ
行
っ
て
、
大
谷
、
白
石
両
師
と
会
ひ
、
重
章
京

大
第
一
次
考
査
の
合
格
有
無
を
、
学
校
よ
り
京
大
へ
問
合
せ
の
電
報
を
発
し
、
一
方
重
章
へ
も
連
絡
の
電
報
す
。
正
午
頃
、

京
大
よ
り
重
章
の
受
験
票
到
着
に
就
き
、
午
後
再
び
学
校
へ
往
復
し
て
明
日
当
日
の
出
発
、
京
大
へ
赴
く
受
験
生
鈴
木
に
之

を
託
し
て
、
京
都
で
本
人
へ
渡
す
こ
と
に
す
る
な
ど
、
夕
刻
ま
で
此
事
に
当
る
。（
亀
太
郎
日
記
、
同
年
二
月
二
十
七
日
）

こ
う
し
た
亀
太
郎
の
必
死
の
様
子
に
つ
い
て
、
重
章
を
預
か
っ
て
い
た
華
宵
か
ら
書
簡
が
届
く
。
亀
太
郎
の
気
持
ち
は
分
か
る

が
、
少
し
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
し
す
ぎ
で
、
か
え
っ
て
重
章
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
な
る
し
、
本
人
は
よ
く
頑
張
っ
て
い
る
か
ら
心
配
し

す
ぎ
な
い
よ
う
に
と
の
忠
告
で
あ
る
。

＊

三
月
二
日
付
貴
書
拝
見
、
重
章
君
受
験
に
つ
い
て
連
日
連
夜
御
心
づ
か
い
の
様
子
、
よ
く
解
り
ま
す
が
、
あ
ま
り
に
お
考
へ

過
し
は
如
何
か
と
。
実
は
小
生
其
都
度
お
手
紙
お
答
へ
す
る
の
は
却
っ
て
コ
ー
フ
ン
を
強
め
る
か
と
差
ひ
か
へ
の
気
持
に
も

な
っ
て
い
ま
し
た
。
重
章
君
へ
の
げ
き
れ
い
は
さ
る
事
な
が
ら
、
本
人
と
て
も
一
生
懸
命
の
処
で
す
し
、
其
れ
に
何
分
に
も

土
地
不
案
内
の
処
へ
突
然
出
て
来
た
わ
け
で
、
出
入
り
の
毎
日
、
何
回
も
の
乗
物
に
よ
る
ひ
労
も
、
若
い
と
は
云
へ
、
大
変

な
事
で
す
し
、（
略
）
何
分
に
も
万
事
が
以
前
と
違
ひ
、
制
度
等
に
も
過
渡
期
的
な
も
の
が
あ
っ
て
、
青
少
年
が
可
愛
そ
う
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に
も
思
へ
ま
す
。（
略
）何
は
と
も
あ
れ
貴
兄
の
思
い
通
り
に
行
か
ず
と
も
、
げ
き
れ
い
の
意
味
が
あ
ま
り
に
過
ぎ
ぬ
よ
う
、

一
つ
一
つ
に
電
報
、
速
達
が
過
ぎ
ぬ
よ
う
。
あ
ま
り
過
ぎ
る
と
本
人
も
却
っ
て
い
ろ
い
ろ
す
る
気
持
が
し
ま
す
か
ら
、
其
辺

お
手
心
お
願
ひ
し
ま
す
。（
昭
和
二
十
六
年
三
月
五
日
、
兄
亀
太
郎
宛
書
簡
）

亀
太
郎
と
し
て
み
れ
ば
、
自
分
が
決
し
て
為
し
得
な
か
っ
た
大
学
受
験
に
挑
戦
す
る
重
章
を
激
励
し
、
心
配
す
る
の
は
当
然
で

あ
る
が
、
こ
う
し
た
や
や
強
引
な
亀
太
郎
の
や
り
方
を
青
年
期
に
経
験
し
た
華
宵
と
し
て
は
、
当
時
の
自
分
と
重
章
を
重
ね
合
わ

せ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
大
叔
父
と
し
て
の
優
し
い
そ
し
て
冷
静
な
指
摘
が
印
象
的
で
あ
る
。
重
章
は
こ
の
年
の
大
学
受
験
全
て

に
失
敗
し
、
一
年
浪
人
の
後
に
、
昭
和
二
十
七
年
に
慶
應
義
塾
大
学
に
入
学
し
て
い
る
。

三
十
年
代
に
な
る
と
、「
大
正
ロ
マ
ン
」
調
の
絵
が
あ
ま
り
好
ま
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
、
漫
画
が
流
行
し
は
じ
め
る
こ
と
、
若

い
世
代
の
挿
絵
画
家
や
漫
画
家
が
育
っ
て
来
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
華
宵
の
収
入
が
途
絶
え
て
し
ま
う
。
養
子
縁
組
を
し
た
弟
子

華
晃
一
家
を
抱
え
、
経
済
的
に
徐
々
に
困
窮
し
て
い
く
。
こ
れ
と
並
行
し
て
、
華
宵
一
家
（
華
宵
と
養
子
の
華
晃
、
そ
の
妻
美
恵

子
、
子
ど
も
二
人
）
の
経
済
状
況
に
つ
い
て
の
記
述
が
、
亀
太
郎
日
記
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

＊

午
後
一
時
、
鎌
倉
よ
り
予
て
通
知
の
あ
っ
た
充
君
来
着
。
夕
方
ま
で
華
宵
一
家
の
経
済
事
情
に
就
き
話
を
聴
き
。

（
亀
太
郎
日
記
、
昭
和
三
十
二
年
二
月
二
十
二
日
）

＊

正
午
鎌
倉
へ
行
き
、
華
宵
を
訪
問
し
た
昼
食
の
上
、
華
宵
及
び
充
君
と
話
し
、
主
と
し
て
同
家
財
政
の
今
後
の
行
き
方
に
就

き
意
見
を
交
換
し
た
。（
亀
太
郎
日
記
、
同
年
三
月
二
十
二
日
）

こ
の
年
（
昭
和
三
十
二
年
）、
華
宵
は
大
正
十
三
年
か
ら
住
み
続
け
た
「
華
宵
御
殿
」
を
手
放
す
こ
と
と
な
っ
た
。
手
紙
で
は
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広
過
ぎ
る
か
ら
な
ど
と
書
い
て
は
い
る
が
、
維
持
管
理
に
お
金
が
か
か
る
の
と
少
し
で
も
現
金
を
得
る
た
め
の
売
却
と
い
う
の
が

実
情
で
あ
ろ
う
。

こ
の
時
期
、
華
宵
は
神
経
痛
な
ど
で
絵
筆
を
持
つ
の
が
辛
く
な
っ
た
よ
う
で
、
挿
絵
の
仕
事
も
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
。
養
子

の
華
晃
は
肖
像
画
家
と
し
て
、
沖
縄
や
横
須
賀
な
ど
で
在
日
米
軍
人
を
相
手
に
肖
像
画
の
商
売
を
し
て
い
た
。
当
初
は
予
想
以
上

の
収
入
を
得
た
が
、
継
続
的
な
顧
客
獲
得
に
は
至
ら
ず
、
だ
ん
だ
ん
と
収
入
が
苦
し
く
な
っ
て
く
る
。
昭
和
三
十
四
年
、
華
晃
が

心
機
一
転
、
新
天
地
を
求
め
て
ハ
ワ
イ
へ
渡
り
、
そ
れ
に
続
い
て
華
宵
も
渡
米
を
す
る
（
昭
和
三
十
四
年
十
一
月
に
ハ
ワ
イ
へ
、

翌
年
四
月
に
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
へ
移
動
）。

渡
米
前
か
ら
帰
国
ま
で
の
詳
細
に
つ
い
て
は
拙
著
『
華
宵
か
ら
の
手
紙
』
を
参
照
し
て
頂
き
た
い
が
、
ロ
ス
に
渡
っ
た
後
も
定

期
的
な
収
入
を
得
る
手
段
は
な
く
、
華
晃
が
不
慮
の
事
故
に
よ
っ
て
骨
折
を
し
て
か
ら
は
、
さ
ら
に
状
況
が
悪
化
し
て
い
く
。
遂

に
は
亀
太
郎
に
帰
国
費
用
を
持
参
（
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
国
際
大
会
で
同
時
期
に
渡
米
）
し
て
も
ら
う
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か

し
円
の
持
ち
出
し
が
制
限
さ
れ
て
い
た
時
代
に
あ
っ
て
、
わ
ざ
わ
ざ
高
額
の
旅
費
を
持
参
し
た
亀
太
郎
を
迎
え
た
華
宵
の
態
度
に

激
怒
し
た
亀
太
郎
は
、
帰
途
の
ハ
ワ
イ
（
ワ
イ
キ
キ
）
か
ら
𠮟
責
の
手
紙
を
華
宵
に
送
っ
た
。
こ
の
手
紙
は
残
っ
て
い
な
い
が
、

か
な
り
激
し
い
口
調
で
辛
辣
な
言
葉
が
並
ん
で
い
た
よ
う
で
、
華
宵
は
後
々
、
こ
の
時
の
亀
太
郎
の
言
葉
に
つ
い
て
手
紙
で
何
度

も
触
れ
て
い
る
。

＊

貴
書
に
よ
り
ま
す
と
、
貴
兄
折
角
の
御
心
尽
し
を
他
人
の
な
し
得
る
急
場
の
苦
心
の
結
晶
な
る
も
の
を
、
感
激
の
様
子
も
な

く
平
気
で
受
取
っ
た
と
大
変
の
御
不
満
御
𠮟
責
で
恐
縮
の
至
で
す
。
私
が
イ
ス
に
腰
か
け
て
い
た
の
が
悪
か
っ
た
の
か
、
そ

マ
マ

の
よ
う
に
感
ぜ
ら
れ
た
と
云
う
事
は
何
と
云
う
私
の
失
体
、
御
無
礼
で
し
た
で
せ
う
。
率
直
に
お
詫
致
し
ま
す
。（
略
）

誠
に
此
の
際
右
を
申
し
て
御
無
礼
千
万
で
す
が
、
私
も
貴
兄
が
あ
ま
り
に
も
私
を
さ
げ
す
み
な
さ
る
御
言
葉
に
、（
略
）
心
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外
に
存
じ
ま
す
。
御
心
安
く
御
思
召
せ
。
宇
和
島
へ
は
骨
に
な
っ
て
も
帰
り
ま
せ
ん
。
今
度
の
御
金
も
今
ま
だ
其
位
は
持
っ

て
お
り
ま
す
が
、
直
ぐ
に
は
御
返
し
出
来
が
た
い
の
で
出
来
る
だ
け
早
く
作
っ
て
御
返
却
申
上
ま
す
。
私
は
大
変
大
変
に
あ

ま
か
っ
た
の
で
す
。（
略
）
よ
く
解
り
ま
し
た
、
御
心
持
を
。
私
は
只
々
生
の
あ
る
か
ぎ
り
良
き
絵
を
作
る
使
命
感
が
あ
り

ま
す
。
其
れ
だ
け
強
く
念
じ
て
居
れ
ば
運
は
い
つ
も
開
け
て
来
ま
す
。（
略
）
亦
々
（
良
い
事
づ
く
め
）
と
叱
ら
れ
ま
す
か

ら
止
め
ま
す
が
、
私
の
至
ら
ぬ
所
を
ド
ン
ド
ン
云
っ
て
頂
け
る
の
は
一
時
は
カ
ッ
ト
し
て
も
大
変
有
難
い
事
で
す
。
私
は
あ

く
ま
で
も
貴
兄
を
尊
敬
し
て
お
り
ま
す
。
貴
兄
の
ま
す
ま
す
御
壮
健
で
あ
る
事
を
御
祈
り
致
し
ま
す
。

（
昭
和
三
十
六
年
七
月
七
日
、
兄
亀
太
郎
宛
書
簡
）

＊

貴
兄
の
御
手
紙
の
如
く
、
挿
画
で
も
か
か
せ
て
く
れ
と
何
所
の
何
社
に
何
の
面
目
あ
っ
て
申
出
ら
れ
ま
せ
う
。
貴
兄
が
宇
和

島
で
体
面
が
御
大
切
な
ら
、
私
と
て
も
財
産
な
く
て
も
私
な
り
の
プ
ラ
イ
ド
体
面
は
有
る
は
ず
で
す
。（
略
）
実
は
前
記
の

如
く
、
寒
い
に
つ
け
仕
事
が
出
来
ず
イ
ラ
イ
ラ
す
る
に
付
け
申
上
に
く
い
が
、
貴
兄
を
う
ら
め
し
く
さ
え
思
う
事
度
々
で
し

た
…
。
で
、
当
方
か
ら
は
何
も
申
上
る
事
も
な
い
と
御
無
沙
汰
続
け
て
い
ま
し
た
処
、
思
ひ
が
け
ぬ
亦
此
度
の
如
き
御
厚
情

を
示
さ
れ
て
、
思
は
ず
落
涙
し
ま
し
た
。
其
な
ら
何
も
前
記
の
如
き
イ
ヤ
ミ
を
の
べ
立
る
必
要
は
な
い
は
ず
で
す
が
、
遠
り
ょ

な
し
に
思
ひ
続
け
た
だ
け
を
申
上
た
の
で
す
。
冷
酷
無
情
を
感
じ
た
の
も
や
は
り
私
の
方
が
駄
目
で
し
た
。
御
許
し
下
さ
い
。

御
厚
情
忝
け
な
く
嬉
し
く
心
に
し
み
ま
す
。（
昭
和
三
十
七
年
三
月
十
三
日
、
兄
亀
太
郎
宛
書
簡
）

兄
へ
の
敬
慕
と
羨
望
、
嫉
妬
、
苛
立
ち
な
ど
積
年
の
複
雑
な
思
い
が
溢
れ
出
る
ま
ま
に
綴
ら
れ
た
文
面
で
あ
る
が
、
亀
太
郎
に

対
す
る
華
宵
の
気
持
ち
の
複
雑
さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。

昭
和
三
十
八
年
二
月
十
一
日
に
華
宵
が
投
函
し
た
手
紙
は
、
一
八
枚
の
便
箋
用
紙
に
び
っ
し
り
と
細
か
い
文
字
で
綴
ら
れ
て
い

て
、
三
日
か
け
て
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
は
と
い
え
ば
、
現
在
の
華
宵
一
家
の
経
済
状
態
が
思
わ
し
く
な
い
現
状
に
つ
い
て
、
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そ
こ
に
至
る
い
き
さ
つ
や
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
残
っ
て
い
る
華
晃
（
充
）
の
追
い
つ
め
ら
れ
た
現
状
や
人
間
関
係
の
こ
と
、
華
宵
一

家
の
ア
メ
リ
カ
へ
の
移
住
及
び
永
住
権
獲
得
に
つ
い
て
の
い
き
さ
つ
と
不
透
明
な
見
通
し
の
こ
と
、
鎌
倉
の
華
晃
一
家
、
特
に
経

済
的
苦
境
に
よ
っ
て
孫
た
ち
の
学
校
生
活
に
そ
の
影
響
が
出
て
い
る
こ
と
へ
の
不
甲
斐
な
さ
な
ど
を
細
か
い
描
写
で
く
ど
く
ど
と

説
明
し
て
い
る
。
さ
ら
に
自
分
の
青
年
期
の
苦
労
話
な
ど
を
交
え
て
、
話
が
行
っ
た
り
来
た
り
す
る
内
容
で
あ
る
が
、
結
局
の
と

こ
ろ
、
亀
太
郎
に
金
銭
的
援
助
を
請
う
手
紙
で
あ
っ
た
。
あ
る
意
味
で
支
離
滅
裂
な
文
面
か
ら
は
、
華
宵
が
精
神
的
に
か
な
り
追

い
つ
め
ら
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
が
、「
私
の
最
後
の
文
通
と
な
る
や
も
知
れ
ず
」
な
ど
老
い
を
意
識
し
た

様
子
も
う
か
が
え
る
。
大
変
長
文
の
書
簡
か
ら
、
亀
太
郎
や
故
郷
の
家
族
に
対
す
る
思
い
が
綴
ら
れ
て
い
る
個
所
を
抜
粋
す
る
。

故
郷
と
の
複
雑
な
関
係
は
、
華
宵
の
生
涯
を
通
じ
て
常
に
心
に
ひ
っ
か
か
り
を
残
し
て
い
た
こ
と
が
解
る
。

マ
マ

＊

要
す
る
に
す
べ
て
私
の
前
々
か
ら
の
処
世
法
の
拙
な
る
故
と
不
運
と
に
元
因
す
る
の
で
し
ょ
う
。（
略
）
あ
あ
、
夭
折
し
た

実
、
義
雄
も
あ
た
ら
な
ま
じ
優
れ
た
秀
才
持
っ
て
生
れ
乍
ら
、
希
望
の
如
く
進
め
ず
定
め
し
無
念
で
あ
っ
た
事
だ
ろ
う
。
亡

き
父
は
無
考
へ
に
多
数
の
子
を
産
せ
過
ぎ
た
。
貴
兄
と
お
春
姉
上
と
だ
け
に
し
て
お
け
ば
、
御
自
分
も
な
ん
な
早
世
せ
ず
に

居
ら
れ
た
で
せ
う
に
…
。
あ
の
法
円
寺
前
の
二
階
病
室
で
…
京
美
中
退
し
て
帰
っ
た
私
の
頭
髪
（
自
分
の
好
で
長
く
し
て
い

た
）
を
見
て
、
涙
ポ
ロ
ポ
ロ
流
し
、（
髪
の
つ
み
代
）
さ
え
や
れ
な
か
っ
た
？
…
あ
あ
…
あ
の
時
私
は
決
し
て
子
供
を
作
る

ま
い
と
思
っ
た
…
一
つ
に
は
画
家
の
生
活
の
不
安
定
を
思
ひ
…
（
一
三
枚
目
）

＊

其
れ
と
昨
年
後
半
か
ら
出
版
界
、
特
に
少
年
、
少
女
も
の
、
変
動
改
廃
未
曾
有
な
の
と
不
況
の
為
と
で
、
何
か
リ
バ
イ
バ
ル

的
意
向
が
私
に
は
案
時
的
に
伝
り
、（
略
）
未
だ
何
も
具
体
的
に
私
へ
の
話
が
来
た
の
で
な
い
が
…
、
殊
に
よ
れ
ば
私
は
或

は
晩
年
の
外
国
行
は
せ
ず
に
、
未
だ
斯
の
国
に
使
命
が
残
る
の
で
は
な
い
か
…
、
い
ず
れ
と
も
天
命
を
待
つ
の
み
で
す
。
ま

す
ま
す
長
文
重
々
恐
縮
し
ま
す
。
要
す
る
に
此
所
一
時
の
境
い
目
を
、
何
分
の
御
助
力
頂
け
な
い
も
の
か
と
思
う
の
で
す
。
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私
は
最
近
心
配
の
極
下
痢
を
起
し
（
戦
争
末
期
の
際
と
同
じ
よ
う
に
）、
大
分
痩
せ
ま
し
た
が
、
眼
は
全
々
不
自
由
な
く
、

絵
へ
の
力
は
い
よ
い
よ
若
さ
を
失
は
な
い
の
で
、
天
の
使
命
未
だ
残
る
自
信
あ
り
、
時
流
幸
に
し
て
リ
バ
イ
バ
ル
雲
霧
を
得

れ
ば
、
必
ず
御
返
却
、
報
恩
致
せ
る
と
思
ひ
ま
す
。
真
に
厚
顔
無
恥
に
て
重
々
の
恐
縮
な
が
ら
、
御
意
向
の
如
何
を
お
伺
ひ

致
し
度
い
の
で
す
。（
一
八
枚
目
）

よ
う
や
く
一
八
枚
目
に
し
て
、
本
状
の
目
的
で
あ
る
金
銭
的
支
援
の
依
頼
を
述
べ
る
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
渾
身
の
長
文
書
簡

に
対
し
て
、
亀
太
郎
日
記
に
は「
華
宵
か
ら
長
文
の
書
面
が
昨
日
着
い
た
の
で
、
意
見
を
述
べ
て
金
を
贈
っ
た
」（
亀
太
郎
日
記
、

昭
和
三
十
八
年
二
月
十
四
日
）と
い
う
記
述
の
み
で
あ
る
。
華
宵
宛
の
書
簡
に
は
何
が
書
か
れ
て
あ
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、

七
月
に
は
華
宵
か
ら
大
作
の
金
屛
風
を
買
い
取
り
、
九
月
に
上
京
の
際
は
華
宵
宅
に
寄
っ
て
近
況
を
話
し
合
っ
て
い
る
。
し
か
し

華
宵
一
家
に
現
状
を
改
善
す
る
力
は
な
く
、
亀
太
郎
の
送
金
に
よ
っ
て
、
何
と
か
生
活
を
凌
ぐ
日
々
が
こ
の
頃
か
ら
始
ま
る
。
華

宵
か
ら
の
書
簡
で
は
送
金
願
い
と
そ
の
御
礼
文
が
続
く
。

＊

其
れ
で
度
度
で
何
と
も
汗
顔
の
至
で
す
が
、
右
の
通
り
入
金
は
た
し
か
故
、
必
ず
早
々
に
御
返
却
致
し
ま
す
が
、
５
月
１２
日

迄
に
家
賃
用
と
し
て
３
万
円
御
用
立
願
い
度
い
の
で
す
。（
昭
和
三
十
八
年
五
月
六
日
、
亀
太
郎
宛
書
簡
）

＊

其
れ
で
止
を
得
ず
亦
し
て
も
貴
兄
に
す
が
る
よ
り
他
な
き
不
面
目
で
す
が
、
此
の
度
は
返
済
期
を
キ
ッ
パ
リ
取
き
め
出
来
な

い
乍
ら
も
、
少
な
く
と
も
３
ヵ
月
以
内
に
は
前
記
の
如
き
有
望
な
る
諸
条
件
か
ら
入
っ
た
１０
万
金
は
消
耗
せ
ず
に
浮
か
せ
る

と
思
ひ
ま
す
か
ら
、
必
ず
御
返
済
出
来
る
所
存
で
す
。
誠
に
度
々
の
御
無
理
な
申
出
に
て
厚
顔
汗
顔
、
云
い
よ
う
の
な
い
な

さ
け
無
さ
で
す
が
、
折
入
っ
て
左
の
申
出
を
も
一
度
御
聞
き
入
れ
願
い
度
い
の
で
す
。
其
れ
は
も
一
度
４
万
円
也
を
五
月
二

八
、
九
日
迄
に
、
３
万
円
を
六
月
上
旬
中
に
御
送
金
の
御
手
配
頂
き
度（
前
回
と
の
で
都
合
１０
万
円
に
な
る
）拝
借
致
し
度
、
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（
略
）
切
に
懇
願
申
上
ま
す
。（
同
年
五
月
二
十
日
、
亀
太
郎
宛
書
簡
）

＊

其
れ
で
去
る
七
月
十
一
日
貴
方
よ
り
拝
受
し
た
５
万
円
の
内
、
家
賃
２
万
５
千
支
払
し
た
以
外
に
、
前
記
の
如
き
少
々
の
入

金
あ
っ
た
の
で
、
日
常
入
費
の
内
（
電
、
瓦
斯
、
水
道
）
新
聞
等
月
ぎ
め
の
他
は
、
日
々
現
金
払
故
に
、
今
日
迄
は
無
事
過

せ
た
上
に
、
残
金
未
だ
１
万
円
あ
り
、
此
れ
で
月
末
か
ら
８
月
初
め
に
か
け
過
せ
ま
す
が
、
其
の
後
が
前
記
の
次
第
で
甚
だ

不
安
に
て
、
如
何
す
べ
き
か
困
り
入
っ
て
居
り
ま
す
。
実
に
あ
ま
り
に
も
度
々
で
申
上
度
な
い
の
で
す
が
、
折
入
っ
て
も
一

度
改
め
て
拝
借
を
願
い
度
、（
略
）
亦
私
の
方
も
何
と
か
道
が
開
け
そ
う
な
気
運
を
感
じ
て
い
ま
す
か
ら
、
必
ず
遠
か
ら
ず

御
返
済
出
来
得
る
も
の
と
確
信
致
し
ま
す
。
金
額
は
や
は
り
五
万
円
、
思
ひ
あ
ま
っ
て
の
御
願
い
で
あ
り
ま
す
。
私
と
し
て

も
、
も
う
限
度
を
感
じ
ま
す
。
申
し
わ
け
な
い
事
で
す
。（
同
年
七
月
二
十
六
日
、
亀
太
郎
宛
書
簡
）

＊

其
れ
で
誠
に
度
々
で
申
上
難
い
の
で
す
が
、
前
述
の
条
項
を
御
読
み
い
た
だ
き
、
申
上
る
通
り
良
く
な
る
可
能
性
が
信
じ
ら

れ
ま
す
の
で
、
徐
々
に
御
返
却
の
見
通
し
も
立
て
ら
れ
ま
す
の
で
、
毎
度
早
急
で
恐
れ
入
り
ま
す
が
、
斯
の
如
く
手
紙
書
く

に
も
四
、
五
日
以
上
か
か
り
ま
す
の
で
致
方
な
く
重
々
恐
入
り
ま
す
が
、
早
急
に
３
万
円
御
送
金
願
い
度
、
そ
の
上
に
来
月

十
二
月
十
五
日
、
六
日
に
５
万
円
御
送
金
借
用
願
へ
れ
ば
正
月
分
に
も
廻
せ
ま
す
。（

同
年
十
一
月
十
七
日
、
亀
太
郎
宛
書
簡
）

＊

其
れ
で
私
が
…
申
上
度
い
の
は
此
の
前
に
此
れ
が
最
後
の
御
願
い
と
申
上
た
の
に
対
し
、
何
と
も
申
上
よ
う
の
な
い
苦
痛
で

す
が
、
右
の
如
く
予
期
し
な
い
事
件
で
手
違
い
を
来
し
た
の
で
…
、（
略
）
重
々
重
々
恐
縮
で
す
が
、
今
日
納
入
す
べ
き
家

賃
を
入
れ
て
（
五
万
円
）
だ
け
、
是
非
是
非
御
用
立
て
願
い
度
、
此
度
こ
そ
最
後
の
お
願
い
で
す
。

（
昭
和
三
十
九
年
一
月
十
三
日
、
亀
太
郎
宛
書
簡
）

＊

ど
う
か
此
れ
を
最
後
に
以
後
は
決
し
て
申
上
ま
せ
ん
か
ら
、
今
一
度
だ
け
至
急
に
三
万
円
也
を
御
送
金
願
い
度
、
御
頼
み
申

上
る
次
第
で
す
。
全
く
以
て
情
な
い
気
持
で
す
。（
同
年
六
月
三
十
日
、
亀
太
郎
宛
書
簡
）
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＊

貴
兄
へ
は
前
回
御
無
理
お
願
い
し
た
際
、
此
れ
を
最
後
に
と
申
上
た
の
に
亦
し
て
も
と
思
は
れ
際
限
な
き
よ
う
で
す
が
、
此

度
こ
そ
は
縷
々
事
情
申
上
る
如
く
８
月
か
ら
先
は
必
ず
次
々
と
相
当
の
収
入
が
確
実
に
保
持
継
続
さ
れ
得
る
の
で
す
か
ら
、

其
辺
何
卒
御
賢
察
あ
っ
て
、
今
一
度
だ
け
急
場
御
助
力
下
さ
る
よ
う
伏
し
て
懇
願
申
上
ま
す
。

（
同
年
七
月
十
八
日
、
亀
太
郎
宛
書
簡
）

一
年
半
近
く
に
わ
た
り
、
亀
太
郎
へ
の
手
紙
は
借
金
依
頼
と
そ
の
御
礼
の
く
り
返
し
で
あ
る
。
華
宵
自
身
は
ま
だ
ま
だ
挿
絵
等

の
依
頼
が
来
る
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
時
代
は
す
で
に
華
宵
を
必
要
と
し
な
く
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
手
紙
に
は
、
借

金
を
依
頼
す
る
時
に
は
「
幸
吉
」
と
記
し
、
御
礼
の
際
に
は
将
来
へ
の
期
待
と
共
に
「
華
宵
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
こ
に
華
宵
の

兄
へ
の
矜
持
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
事
態
は
極
限
に
ま
で
来
て
い
た
。「
朝
八
時
、
鎌
倉
の
美
恵
子
さ
ん
（
引
用
者
注：

華
宵
の
養
子
華
晃
の
妻
）
か
ら
電

話
が
あ
り
、
華
宵
、
充
の
間
不
和
で
、
紛
糾
の
事
情
を
生
じ
た
様
察
せ
ら
れ
る
の
で
、
当
方
か
ら
伝
送
金
を
し
た
」（
亀
太
郎
日

記
、
昭
和
三
十
九
年
七
月
二
十
一
日
）と
あ
る
。
ま
た
約
二
週
間
後
に
は「
鎌
倉
の
美
恵
子
さ
ん
か
ら
の
速
達
着
、
家
庭
の
事
情
、

当
方
犀
々
の
援
助
に
拘
ら
ず
、
依
然
窮
迫
の
様
で
あ
る
。」（
亀
太
郎
日
記
、
同
年
八
月
七
日
）
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
こ
こ
に
き

て
亀
太
郎
も
よ
う
や
く
決
断
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
華
宵
を
老
人
施
設
に
入
れ
て
、
美
恵
子
及
び
二
人
の
子
ど
も
は
実
家
へ
帰
ら
せ

る
な
ど
、
采
配
を
振
る
っ
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
か
ら
帰
国
後
の
生
活
が
噓
の
よ
う
に
、
愛
老
園
で
は
穏
や
か
な
日
々
を
送
る
華
宵
で
あ
っ
た
。
園
で
の
様
子
を
知
ら

せ
る
書
簡
が
度
々
亀
太
郎
の
元
に
届
き
、
亀
太
郎
も
そ
の
旨
を
日
記
に
記
し
、
安
堵
し
て
い
る
様
子
で
あ
る
。
愛
老
園
で
の
華
宵

は
、
亀
太
郎
の
知
人
で
、
入
園
前
か
ら
華
宵
に
心
を
配
っ
て
く
れ
て
い
た
宇
都
宮
氏
（
牧
師
）
の
尽
力
に
よ
り
、
地
元
の
有
力
者

な
ど
へ
紹
介
さ
れ
、
翌
年
一
月
に
は
明
石
天
文
科
学
館
に
て
個
展
を
開
く
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
展
覧
会
が
新
聞
に
紹
介
さ
れ
た
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こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
東
京
の
弁
護
士
鹿
野
琢
見
氏
と
の
交
信
が
始
ま
る
。

鹿
野
氏
は
少
年
期
に
華
宵
の
大
フ
ァ
ン
で
あ
り
、
昭
和
四
十
年
七
月
に
は
東
京
の
自
宅
に
「
華
宵
の
間
」
と
い
う
ス
ペ
ー
ス
を

設
え
、
華
宵
を
呼
び
寄
せ
た
。
そ
の
後
の
華
宵
は
明
石
と
東
京
を
何
度
か
往
復
す
る
生
活
と
な
り
、
松
坂
屋
百
貨
店（
東
京
上
野
）

で
の
個
展
や
鹿
野
氏
の
依
頼
に
よ
り
絵
画
制
作
に
勤
し
む
日
々
が
続
き
、
華
宵
は
嬉
々
と
し
て
そ
の
様
子
を
亀
太
郎
宛
の
書
簡
に

認
め
て
い
る
。

し
か
し
老
い
は
容
赦
な
く
華
宵
を
襲
っ
て
来
た
。
昭
和
四
十
一
年
一
月
三
日
、
松
坂
屋
百
貨
店
で
の
展
覧
会
開
展
直
前
に
心
臓

発
作
を
起
し
倒
れ
た
。
亀
太
郎
は
す
ぐ
に
上
京
し
、
東
大
病
院
へ
華
宵
を
見
舞
っ
て
い
る
。
鹿
野
氏
は
華
宵
復
活
を
画
し
て
、
精

力
的
に
出
版
社
な
ど
の
マ
ス
コ
ミ
や
オ
ー
ル
ド
フ
ァ
ン
な
ど
に
働
き
か
け
て
い
た
が
、
華
宵
に
は
体
力
的
に
や
や
負
担
で
あ
っ
た

よ
う
で
あ
る
。ま
た
明
石
愛
老
園
で
の
生
活
も
、当
初
は
再
び
ゆ
っ
く
り
と
作
画
に
向
き
合
え
る
こ
と
を
喜
ん
で
い
た
華
宵
で
あ
っ

た
が
、
徐
々
に
園
で
の
生
活
に
慣
れ
て
来
る
と
、
規
則
や
他
の
入
園
者
と
の
関
係
に
つ
い
て
煩
わ
し
く
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

た
。

＊

鹿
野
氏
は
成
る
べ
く
東
京
に
私
を
置
き
度
い
希
望
で
す
が
、
私
に
は
大
切
な
荷
物
、
絵
に
関
す
る
も
の
が
第
一
。
画
材
で
現

今
は
東
京
で
も
手
に
入
ら
ぬ
大
事
な
も
の
が
沢
山
あ
り
、（
貴
兄
は
単
に
私
の
身
体
だ
け
が
養
老
院
で
生
き
て
い
れ
ば
良
い
）

ぐ
ら
い
の
、
実
に
手
軽
に
御
あ
つ
か
い
で
し
た
け
れ
ど
、
私
の
生
き
る
に
は
長
年
に
渡
っ
て
集
め
た
も
の
多
々
あ
り
、（
略
）

鹿
野
亦
は
貴
兄
と
し
て
も
私
の
微
細
な
其
辺
の
気
持
は
お
解
り
に
な
ら
ぬ
と
思
ひ
ま
す
が
、
私
は
気
が
気
で
な
く
。

（
昭
和
四
十
一
年
七
月
五
日
、
亀
太
郎
宛
書
簡
）

こ
れ
が
華
宵
か
ら
亀
太
郎
に
宛
て
た
最
後
の
手
紙
と
な
っ
た
。
こ
の
六
日
後
、
華
宵
は
再
び
倒
れ
、
東
大
病
院
に
入
院
す
る
。
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＊

夜
九
時
、
東
京
の
鹿
野
琢
見
氏
か
ら
電
話
が
あ
り
、
月
初
以
来
東
大
病
院
上
田
内
科
に
入
院
中
の
弟
華
宵
の
病
状
悪
化
し
、

危
篤
状
態
と
の
知
ら
せ
に
よ
り
直
ぐ
病
院
へ
行
く
と
の
こ
と
で
、予
の
二
日
上
京
の
予
定
を
繰
上
げ
る
こ
と
を
考
え
る
。（
略
）

十
時
過
ぎ
、
鹿
野
氏
よ
り
再
び
電
話
が
あ
っ
て
、
華
宵
十
時
十
分
終
に
逝
去
。
主
治
医
田
川
先
生
の
手
を
尽
く
さ
れ
た
甲
斐

も
な
く
、
病
名
は
脳
軟
化
症
で
あ
る
と
の
こ
と
。
享
年
七
十
八
で
あ
る
。（
亀
太
郎
日
記
、
昭
和
四
十
一
年
七
月
三
十
一
日
）

華
宵
死
後
、
亀
太
郎
は
即
座
に
上
京
し
、
鹿
野
氏
や
華
晃
と
共
に
葬
儀
の
手
配
や
関
係
者
へ
の
挨
拶
な
ど
忙
し
く
動
き
回
っ
て

い
る
。
帰
郷
後
も
華
宵
の
埋
骨
式
の
準
備
に
奔
走
し
、
東
京
か
ら
の
来
客
を
迎
え
、
各
所
で
挨
拶
を
行
う
な
ど
し
て
い
る
。

華
宵
が
亡
く
な
っ
た
昭
和
四
十
一
年
の
日
記
の
最
後
に
記
さ
れ
た
「
一
年
の
回
顧
」
と
い
う
記
載
の
中
に
は
、
以
下
の
よ
う
な

一
文
が
最
後
に
記
さ
れ
て
あ
る
。

＊

昨
夏
中
村
の
ハ
ル
が
亡
く
な
り
、
本
年
春
以
来
病
臥
の
華
宵
が
東
京
で
七
月
末
に
逝
去
し
た
の
で
、
八
人
同
胞
の
中
、
長
男

の
予
ひ
と
り
が
尚
、
壽
を
保
っ
て
い
る
訳
で
あ
る
。（
亀
太
郎
日
記
、
昭
和
四
十
一
年
年
末
回
顧
欄
）

亀
太
郎
が
逝
去
し
た
の
は
、
華
宵
の
死
後
六
年
た
っ
た
昭
和
四
十
七
年
で
あ
る
。
家
族
全
員
を
見
送
っ
て
最
後
に
逝
っ
た
の
が

亀
太
郎
で
あ
っ
た
。

576

高
畠
亀
太
郎
と
華
宵
の
私
的
記
録

七
一



お

わ

り

に

亀
太
郎
の
長
男
と
し
て
の
責
任
感
の
強
さ
と
行
動
力
は
、
家
父
長
制
の
名
残
に
よ
る
も
の
と
し
て
も
な
お
、
頭
が
下
が
る
も
の

が
あ
る
。
自
分
の
不
甲
斐
な
さ
に
よ
っ
て
、
青
年
期
に
充
分
な
絵
画
修
業
の
支
援
を
し
て
や
れ
な
か
っ
た
と
い
う
負
い
目
を
生
涯

持
ち
続
け
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
一
世
を
風
靡
し
た
画
家
と
し
て
の
華
宵
へ
の
敬
愛
の
気
持
ち
を
抱
く
一
方
で
、
浮
き

沈
み
の
激
し
い
人
生
を
送
る
華
宵
を
支
え
て
い
る
の
は
自
分
で
あ
る
と
い
う
自
負
も
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
思
い
が

時
に
強
引
か
つ
高
飛
車
な
言
動
と
し
て
華
宵
に
伝
わ
り
、
華
宵
の
書
簡
に
時
た
ま
見
ら
れ
る
よ
う
な
兄
へ
の
反
発
の
感
情
を
招
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。

他
方
、
華
宵
の
亀
太
郎
へ
の
思
い
も
複
雑
な
も
の
が
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
経
済
人
、
政
治
家
と
し
て
成
功
し
た
亀
太
郎
へ

の
羨
望
が
あ
り
つ
つ
、
ど
こ
か
兄
へ
の
競
争
心
の
よ
う
な
も
の
を
ず
っ
と
持
ち
続
け
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
幼
少
期
に

兄
と
比
べ
ら
れ
劣
っ
て
い
る
こ
と
を
父
親
か
ら
𠮟
責
さ
れ
続
け
た
華
宵
は
、
い
つ
か
父
親
的
存
在
の
亀
太
郎
を
見
返
し
た
い
と
い

う
反
骨
心
と
屈
折
し
た
気
持
ち
を
抱
き
続
け
て
い
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
と
同
時
に
兄
へ
の
甘
え
の
よ
う
な
気
持
ち
も
生
涯
持

ち
続
け
、「
誰
か
が
何
と
か
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
他
力
本
願
な
気
質
は
、
青
年
期
の
養
子
縁
組
（
支
援
金
が
多
く
見
込

め
る
た
め
、
亀
太
郎
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
親
戚
の
世
話
に
な
っ
た
）
の
頃
か
ら
す
で
に
あ
っ
た
が
、
亀
太
郎
に
対
し
て
は
兄
で

あ
る
が
ゆ
え
に
、
さ
ら
に
依
頼
心
が
増
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

高
橋
光
子
は
亀
太
郎
を
「
明
治
」
的
気
質
、
華
宵
を
「
大
正
」
的
気
質
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
二
人
の
人
生
は
、
個
人
的
な

性
格
や
家
族
内
の
私
的
関
係
と
い
う
枠
を
超
え
て
、
日
本
国
家
が
近
代
化
を
押
し
進
め
る
時
代
を
歩
ん
だ
人
々
の
複
雑
な
規
範
や

思
潮
が
随
所
に
反
映
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
伝
統
と
革
新
、
光
と
影
、
理
想
と
現
実
な
ど
、
両
極
で
あ
り
な
が
ら
表
裏
で
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も
あ
る
も
の
を
亀
太
郎
と
華
宵
は
そ
れ
ぞ
れ
に
抱
き
な
が
ら
、
兄
弟
で
あ
り
つ
づ
け
た
の
で
あ
る
。
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